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基調講演 

 

「近年の土砂災害の特徴」 

松村和樹（京都府立大学大学院 教授） 
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京
都
府
立

大
学

大
学

院
教

授
松

村
和

樹

基
調
講
演

近
年

の
土
砂

災
害

の
特

徴

発
表

内
容 近
年
の

土
砂

災
害
と

そ
の

特
徴

→
平

成
2
3年

紀
伊

半
島

大
水

害

→
平

成
2
4年

阿
蘇

地
域

土
砂

災
害

→
平

成
2
5年

山
口

・
島

根
豪

雨
災

害
→

平
成

2
5年

伊
豆

大
島

土
砂

災
害

→
平

成
2
6年

南
木

曽
町

土
砂

災
害

土
砂
災

害
対

策
に
お

け
る

課
題

平
成

2
3
年

紀
伊
半
島
大
水
害

降
雨

の
状
況

台
風

1
2
号
を

取
り
巻

く
雨
雲

や
湿

っ
た

空
気

が
流

れ
込
ん
だ

た
め

、
紀

伊
半

島
や

四

国
地

方
の
東

部
、
中

国
地
方

の
東

部
を

中
心

に
各

地
で
大
雨

と
な

っ
た

。

こ
の

豪
雨
が

ど
の
程

度
の
頻

度
で

発
生

す
る

か
は

宮
川

村
は

2
4時

間
、

上
北

山
は

4
8

時
間

雨
量
で

平
均

再
現

年
10
0
年

を
超

過
し

、
新
宮

は
全
て

の
時
間

帯
で
平

均
再

現

年
1
0
0
年

を
超

過
し
て

い
る
こ

と
が
わ

か
る

。

つ
ま

り
、
今

回
の
降

雨
に
対

し
て

、
上

北
山

・
宮

川
村
は
長

期
雨

量
と

し
て

稀
な

降

雨
現

象
で
あ

り
、
新

宮
で
は

短
期

雨
量

・
長

期
雨

量
と
も
に

稀
な

降
雨

現
象

で
あ

っ

た
こ

と
が
わ

か
る
。
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18
0

0
m

m
超
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13
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m
m
超

過

降
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継
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す
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1
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平均再現年（年）

降
雨

継
続

時
間

（時
間

）

 宮
川

 上
北

村
 新

宮

解
析
雨
量

に
よ

る
総

降
雨

量
分
布

図
（
推
定

）
2

01
1
年

8
月

3
0
日

17
時

～
9
月

6
日

24
時

（
平

成
2

3
年

9
月

7
日
気

象
庁
発

表
資
料

）
崩 壊 発 生 箇 所 は 総 降 雨 分 布 図 に 対 応

し て ， 紀 伊 半 島 南 東 部 か ら 北 東 方 向

に 多 発 し て い る 。

崩
壊

発
生
箇

所
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崩 壊 発 生 箇 所 は 総 降 雨 分 布 図 に 対 応

し て ， 紀 伊 半 島 南 東 部 か ら 北 東 方 向

に 多 発 し て い る 。

崩
壊

発
生
箇

所

土
石

流
（

那
智

川
）

天
然

ダ
ム

（
栗

平
）

濁
谷
・
大

崩
れ
地

区

土
石

流
（
那

智
川

）

天
然

ダ
ム
（

栗
平

）

野
尻
地

区

天
然

ダ
ム

（
栗

平
）

栗
平
地

区

栗
平

地
区

の
深
層

崩
壊

は
幅

6
0

0
m
，

長
さ

9
6

0
m
，

高
さ

4
50

m
，

崩
壊

土
砂

量
2

5
,1

3
3

,0
0

0
m

3
 で

あ
り
，

崩
壊

地
か

ら
の
流

域
面
積

は
9

.0
2

km
2

 で
あ
る

（
紀
伊

山
地

砂
防
事

務
所
）
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赤
谷
地

区
深
層

崩
壊

は
標
高

1,
05
0
m
の

尾
根

部
か

ら
生
じ

，
崩
壊

の
規
模

は
幅

4
6
0
m，

長
さ

1
,1
0
0m
，

比
高
6
0
0m
，

崩
壊

土
砂

量
9
,
3
5
4,
0
0
0
m
3 （

紀
伊

山
地
砂

防
事
務

所
）
で

あ
る

。

（
中

日
本

航
空

(株
)撮

影
）

長
殿

地
区

崩
壊

の
規
模

は
，
幅

3
4

0
m
，

長
さ

7
3

0
m
，

高
さ

4
0

0m
，
崩
壊

土
砂

量
6

,3
4

4
,0

0
0

m
3

（
紀

伊
山
地

砂
防
事

務
所
）

で
あ
る

。

中
日

本
航

空
(株

)撮
影

宇 井 ・ 清 水 地 区

樹
木
が

乱
さ

れ
ず
に

立
っ
て

い
る

人
家

被
災

流
向

土
石

流
（

那
智

川
）

天
然

ダ
ム

（
栗

平
）

那
智

勝
浦
地

区
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16

■
源

道
橋

は
桁

下
ぎ

り
ぎ

り
ま

で
土

砂
堆

積
し

て
い

る
。

こ
れ

は
金

山
谷

川
か

ら
の

流
出

土
砂

の
影

響
も

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

れ
以

前
に

本
川

か
ら

の
流

木
で

源
道

橋
が

閉
塞

し
、

那
智

川
本

川
の

土
砂

が
上

流
に

堆
積

遡
上

し
た

可
能

性
も

あ
る

.

那
智

勝
浦
地

区

平
成
2
4年

阿
蘇
地
域

土
砂
災

害

土
砂
災
害

の
概
要

発
生
件

数

平
成

24
 年

7
 月

11
 日

か
ら

14
 日

か
け
て

降
り

続
い
た

降
雨

に

よ
り
、

福
岡
県

、
熊

本
県

、
大

分
県

、
佐

賀
県

で
記

録
的

な
大

雨

と
な
り

、
気
象

庁
は

「
平

成
24

 年
7

 月
九
州

北
部

豪
雨

（
以

下
、

「
本
豪

雨
」
と

称
す

る
。

）
」

と
命

名
し

た
。

本
豪
雨

に
よ
り

、
阿

蘇
市

、
高

森
町

、
南

阿
蘇

村
に

お
い

て
は

、

3
8

0
 件

の
山

地
災
害

と
8

5
 件

の
土

砂
災

害
が
発

生
し

た
。

土
砂

災
害

の
概
要

7



防
災
気
象

情
報

の
発
表

状
況

防
災
気
象

情
報

の
発
表

状
況

阿
蘇

乙
姫

観
測
所

・
高
森

観
測
所

（
気
象

庁
）

の
降

雨
デ
ー

タ
及
び

防
災
気

象
情
報

の
発

表
状

況
を

図
1

.1
 に

示
す

。
阿
蘇

市
、
高

森
町
、

南
阿

蘇
村

に
お
い
て

は
、

土
砂
災

害
警
戒

情
報

発
表

後
に
多

く
の
災

害
が
発

生
し
た

。
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平
成
2
5年

山
口
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豪
雨
災
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平
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5
年

山
口
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豪
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5
年

山
口
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根
豪

雨
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平
成
2
5年

伊
豆
大
島

土
砂
災
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9



平
成

2
5
年

伊
豆
大
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土
砂
災

害
平
成

2
5
年

伊
豆
大

島
土
砂

災
害

平
成

2
5
年

伊
豆
大
島

土
砂
災

害
平

成
2

5
年

伊
豆
大
島

土
砂
災
害
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平
成

2
5
年

伊
豆
大
島

土
砂
災

害

平
成
2
6年

南
木
曽
町

土
砂
災

害

平
成

2
6
年

南
木
曽
町

土
砂
災

害
平

成
2

6
年

南
木
曽
町

土
砂
災
害
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平
成

2
6
年

南
木
曽
町

土
砂
災

害
平

成
2

6
年

南
木
曽
町

土
砂
災
害

不
透

過
型

砂
防

ダ
ム

（
長

野
県

）

透
過

型
砂

防
ダ

ム
２

（
直

轄
）

透
過

型
砂
防

ダ
ム

１
（

直
轄

）

テ
レ

ビ
等

で
放

映
さ

れ
た

動
画

が
撮

影
さ

れ
た

場
所

こ
こ

よ
り

下
流

が
渓

流
保

全
工

の
区

間

平
成

2
6
年

南
木
曽
町

土
砂
災

害

透
過
型

砂
防
ダ

ム
２

の
破

損
状
況

土
石
流

が
越
流

し
て

、
鋼

製
部
材

を
上

か
ら
叩

い
た

よ
う

な
痕
跡

が
見
え

る
。

長
時

間
の
土

石
流

の
越
流

に
よ

り
変

形
が
累

積
し
、

部
材

が
破

断
し
た

の
で

は
な
い

か
と

考
え

ら
れ
る

。

平
成

2
6
年

南
木
曽
町

土
砂
災
害

不
透

過
型

砂
防

ダ
ム
の

破
損

左
岸

側
の

袖
部

が
せ
ん

断
破

壊
し

て
い

ま
す

。
災
害

前
は

未
満

砂
状
態

で
あ

っ
た

よ
う

で
す

。

砂
防

ダ
ム

の
上

流
側
の

流
路

が
湾

曲
し

て
い

る
た

め
、

左
岸

側
に

土
石

流
が
偏

流
し

、
土

石
流

の
衝

撃
力

が
堤

体
の

左
岸

側
に

集
中
し

た
影

響
も

考
え

ら
れ

ま
す

。

ズ
レ

が
生
じ

て
い

る
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平
成

2
6
年

南
木
曽
町

土
砂
災

害

下
流
側

渓
流

保
全
工

の
破

損
状
況

ビ
デ
オ

撮
影

箇
所
か

ら
、

下
流
の

氾
濫
域

ま
で

の
間

の
流

下
区

間
は

、
渓

流
保

全
工
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

施
設
の

破
損

は
著
し

い
も

の
の
、

土
石
流

は
導

流
さ

れ
当

該
区

間
の

周
辺

で
は

、
被
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。

渓
流
保

全
工

の
末
端

付
近

よ
り
土

石
流
が

氾
濫

し
、

人
家

等
に

著
し

い
被

害
を

与
え
た

。
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順
位

降
水
量
（

m
m
）

起
日

降
水
量
（

m
m
）

起
日

1
24

7
2
0
1
4
/8

/2
0

25
7

2
0
1
4
/8

/2
0

2
22

1
19

95
/7

/2
23

4
19

95
/7

/2
3

19
9

19
83

/9
/2

7
21

9
19

83
/9

/2
7

4
19

6
20

10
/7

/1
3

21
1

19
85

/6
/2

3
5

19
2

19
85

/6
/2

3
19

5
20

06
/9

/1
6

高
瀬
（

19
75
年
～
）

三
入
（

19
76
年
～
）

高
瀬
（

19
75
年
～
）

三
入
（

19
76
年
～
）

時
間
雨
量

3 時
間
雨
量

高
瀬
（

19
75
年
～
）

三
入
（

19
76
年
～
）

24
時
間
雨
量

13



降
雨

の
年

超
過

確
率

規
模

2
5

10
50

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

時
間

雨
量

：
87

m
m

30
0 ～

40
0 年

G
EV

分
布

30
.4

39
.3

45
.8

62
.3

70
.3

78
.9

84
.2

88
.1

91
.2

SL
S

C
=

0.
05

8※
1

3 時
間

雨
量

：
18

7m
m

50
0 年

以
上

G
EV

分
布

52
.6

64
.0

72
.6

94
.9

10
6.

0
11

8.
1

12
5.

7
13

1.
4

13
5.

9
SL

S
C

=
0.

06
9※

1

24
時

間
雨

量
：

24
7m

m
20

0 ～
30

0 年
G

EV
分

布
12

4.
4

15
9.

4
17

9.
8

21
7.

9
23

1.
7

24
4.

2
25

0.
9

25
5.

5
25

8.
9

時
間

雨
量

：
10

1m
m

50
0 年

以
上

岩
井

法
33

.0
42

.1
48

.0
60

.6
65

.9
71

.1
74

.2
76

.4
78

.1
SL

S
C

=
0.

04
5※

1

3 時
間

雨
量

：
20

9m
m

50
0 年

以
上

G
u

m
b

el
分

布
57

.8
69

.5
77

.2
94

.3
10

1.
6

10
8.

8
11

3.
0

11
6.

0
11

8.
3

24
時

間
雨

量
：

25
7m

m
10

0 ～
20

0 年
G

EV
分

布
13

1.
5

17
0.

5
19

2.
5

23
2.

3
24

6.
1

25
8.

3
26

4.
8

26
9.

2
27

2.
4

※
1 ：

S
LS

C
値

が
0.

04
を
上

回
る
場

合
，

SL
S

C
値

が
最

も
小

さ
く
な
る
手

法
を
選

定
し
た
。

備
考

年
超

過
確

率
規

模
評

価
期

間
所

管
観

測
所

雨
量

選
定

手
法

年
超

過
確

率

三
入

高
瀬

気
象

庁

国
土

交
通

省

19
76
年

～
20

13
年

19
75
年

～
20

13
年

降
雨
の
分

布
八

木
地
区

に
お

け
る
土

石
流

の
氾
濫
お

よ
び
家

屋
被

害
の

状
況

（
国

際
航
業

株
式

会
社

／
株

式
会

社
パ

ス
コ

）

災
害

前
の

状
況

平
成

2
6
年

5
月

7
日

か
ら

17
日
撮

影
（

国
際
航

業
株
式

会
社
・

撮
影
）

全
体
図

安
佐

北
区
桐

原
・

可
部

東
地

区

安
佐

南
区

八
木
・

緑
井

地
区

46

土
砂
災

害
の

発
生
分

布

47

被
災
地

周
辺

の
シ
ー

ム
レ

ス
地

質
図

（
ht

tp
s:

//
gb

an
k.

gs
j.j

p/
se

am
le

ss
/）

地
質

図

14



花
崗

岩
が
分

布
す
る
渓

流
の
土

石
流
と
被

害
の
特

徴
48

堆
積
岩

類
が
分

布
す
る
渓

流
の

土
石

流
と
被

害
の
特

徴

安
佐

南
区
八

木
三
丁

目
阿

武
の

里
団

地
の

上
の
土

石
流

流
路

の
状

況
(流

路
勾

配
2

4゜
前

後
の

と
こ

ろ
）

．

安
佐

南
区

八
木

三
丁

目
阿

武
の

里
団

地
を

流
下

し
た

土
石

流
の

堆
積
物

安
佐

南
区

八
木
三

丁
目

県
営

緑
が

丘
住

宅
上

の
土

石
流

流
路

の
状

況
(
住

宅
地

の
上

流
の

谷
出

口
付

近
．

こ
こ

ま
で

は
勾

配
が

8
-
1
0
゜

だ
が

，
こ

れ
よ

り
上

流
は

急
勾

配
の

露
岩

し
た

渓
床

が
確

認
で

き
る
．

安
佐

北
区

可
部
東

6
丁

目
地

区
の

谷
す

じ
の

家
屋

の
被

災
状

況
(こ

の
場

所
は

上
流

の
3
～

4
本

の
小

渓
流

か
ら
の

土
石

流
が

集
ま

っ
て

流
下

し
た

)

安
佐

南
区

八
木

三
丁

目
県

営
緑

が
丘

住
宅

の
土

石
流

に
よ

る
被

災
状

況
(
勾

配
は

8
゜

程
度

．
花

崗
岩

の
巨

石
と

全
壊

し
た

家
屋

が
確

認
で

き
る

)
．土

砂
災
害

現
地
写

真

ま
と
め

と
課
題

近
年
の
土

砂
災
害

の
特
徴

（
ま
と

め
）

死
者

行
方

不
明

総
雨

量
最

大
時

間
雨

量
降

雨
の

継
続

時
間

平
成
2
3
年

紀
伊
半
島

大
水
害

(
台

風
）

7
9
名

1
8

0
0

m
m

6
0

m
m

7
2
時

間

平
成
2
4
年

阿
蘇
地

域
土

砂
災

害
（

豪
雨

）
2

5
名

81
6

.5
m

m
10

8
m

m
6

0
時

間

平
成
2
5
年

山
口
・
島

根
土
砂

災
害

（
豪

雨
）

4
名

4
0

0
m

m
2

5
m

m
15

時
間

平
成
2
5
年

伊
豆
大
島

土
砂
災

害
（

台
風

）
4

3
名

8
0

0
m

m
1

2
0

m
m

18
時

間

平
成
2
6
年

南
木
曾
町

土
砂
災

害
（

台
風

）
1
名

10
0

m
m

6
0

m
m

3
時

間

平
成
2
6
年

広
島
市
土

砂
災
害

（
豪

雨
）

74
名

2
0

0
m

m
10

0
m

m
3
時

間

近
年

の
土

砂
災
害

か
ら
の

課
題

i.
記

録
的

豪
雨

の
多

発
（

温
暖

化
？
）

ii.
警

戒
・

避
難

の
タ

イ
ミ

ン
グ

（
災
害
発
生

後
の

避
難

勧
告

，
降

雨
予

測
）

iii
.
地

形
・

地
質

，
過

去
の

災
害

記
録
を
考
慮

し
た

住
宅

等
の
土

地
利

用
iv

.
避

難
場

所
へ

の
誘

導
と

安
全

性
の
確
保

v.
深

層
崩

壊
，

天
然

ダ
ム

・
河

川
対
岸
の
被

害
へ

の
対

応
（
避

難
解

除
，

付
加

体
，

安
山
岩
・
花

崗
岩

の
深

層
風
化

）
vi

.
砂

防
ダ

ム
等

の
防

災
施

設
の

適
材
・
適
所

15
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話題提供（１） 

 

「74 人の犠牲者を出した 2014 年広島災害の特徴」 

海堀正博（広島大学大学院 教授） 
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広
島
大
学

大
学
院
教

授
海
堀
正

博

話
題
提
供

74
人
の

犠
牲
者

を
出

し
た

2
01

4
年

広
島

災
害

の
特
徴

1
5
年

前
の

9
9
年

6
.2

9
災

害
当
時
の

問
題
点

多
く

の
人

々
が
土

砂
災

害
危

険
箇
所

に
居

住
、
数

も
増

加

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

の
公

開
が

消
極
的

ア
メ

ダ
ス

以
外
の

降
雨

観
測

値
が
住

民
に

は
非
公

開

避
難

勧
告

や
避
難

指
示

な
ど

の
遅
れ

ハ
ー

ド
対

策
不
十

分
等

に
も
か

か
わ
ら

ず
、

人
々

の
中
に

あ
る

「
安

全
(?

)意
識
」

(他
人
事

の
心

理
・
正

常
化

の
偏
見

)
「
他

者
へ
の

依
存

意
識

」
(誰

か
が

指
示

し
て

く
れ

る
？

)
 

必
ず
し

も
、
危

険
箇

所
に

住
ん
で

い
る

と
い
う
意
識

も
な

く
、

異
常

な
豪

雨
時
に

も
、

な
お

、
危
険

の
切

迫
を
意

識
で

き
な

い
環
境

が
形

成
さ

れ
て
し

ま
っ

て
い

た
こ
と

6
.2

9
広

島
土

砂
災
害

以
降

、
ソ

フ
ト

面
で

県
内
の
砂

防
に
関
し

て
進

め
ら
れ

て
き
た
こ

と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の
公

表
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を

使
っ
た
防
災
情
報

の
公

表
土
砂
災

害
防
止
法
の

制
定

と
施
行

(全
国
的

)
雨
情
報
の
充
実

・
降

雨
観

測
点

数
の

増
加

と
観

測
デ

ー
タ

の
公
開

(県
独
自

)
(管

轄
を

超
え

て
観

測
デ
ー

タ
を

一
斉

公
開

)
・
土

砂
災

害
警

戒
情

報
の

発
表

(全
国
的

)
(地

方
気

象
台

と
砂

防
部
局

と
の

連
携

に
よ
り

)
・
レ

ー
ダ

ー
画

像
情

報
利

用
等

の
充

実
(全

国
的

)
自
主
防
災
組
織

の
設

立
数

や
そ

の
活

動
の

活
発

化
(6

.2
9
災
害

以
前
か

ら
あ

る
地
域

の
方
々

の
努

力
に

よ
り

)

し
か

し
今
回

は
1

5
年

前
の
時

以
上
の

３
つ

の
悪

条
件
が

重
な
っ
た

！

誘
因
と

な
っ

た
降

雨
が

、
広

島
に
と
っ
て

は
未

曾
有

の
強

雨
で

あ
っ

た
こ

と

そ
の
強

雨
の

も
た

ら
さ

れ
た

の
が
真
夜
中

で
、

最
も

対
応
の

難
し

い
時

間
帯

で
あ

っ
た
こ
と

そ
の
強

雨
の

も
た

ら
さ

れ
た

場
所
が
、
人

家
の

密
集

し
た
地

域
を

含
む

小
高

い
山

体
部
で
あ
っ

た
こ

と
 

そ
の
結

果
、

崩
壊

・
土

石
流

・
濁
流
の
発

生
は

必
然

的
な

も
の

と
な

り
、

そ
れ

ら
が

居
住
エ
リ
ア

を
襲

っ
て

、
甚

大
な

被
害

を
引

き
起

こ
し

て
し
ま
っ
た

の
で

あ
る

19



安
佐
南
区
阿

武
山

の
南
東

側
の
被

災
前

後
の
様

子

20
1

2
.4

.2
6.

G
oo

gl
e 

ea
rt

h画
像

(
被

災
前

)
20

14
.9

.1
3.

G
oo

gl
e 

ea
rt

h画
像

(
被

災
後

)

広
島
県

防
災

W
eb

の
土

砂
災

害
危

険
区
域

図

6
8
人

も
の
犠
牲

者
が

出
た

安
佐

南
区
。

被
災
前

に
土

砂
災
害
防

止
法

に
基
づ

く
警
戒

区
域

の
指

定
や

公
表

は
行
わ

れ
て

い
な
か

っ
た
が

、
右

図
に

示
す

ハ
ザ

ー
ド
マ

ッ
プ

は
15

年
前

の
6

.2
9
広
島

災
害
後

、
い

つ
で
も
誰

で
も

見
る
こ

と
が
で

き
る

形
で

公
表

さ
れ

て
い
た

。
し

か
し
、

こ
の
図

は
十

分
に

認
知

さ
れ

て
お
ら

ず
、

活
か
さ

れ
な
か

っ
た

と
い

え
る
。

安
佐

北
区
高

松
山
の

南
～

東
側
の

被
災
前

後
の
様

子

2
01

2
.4

.2
6

.G
oo

gl
e 

ea
rt

h画
像

(
被

災
前

)
20

14
.9

.1
3.

G
oo

gl
e 

ea
rt

h画
像

(
被

災
後

)

土
砂

災
害

危
険
区

域
図

(広
島

県
防

災
W

eb
よ

り
)

土
砂

災
害

防
止
法

に
よ
る

土
砂
災

害
警

戒
区

域
図

(広
島

県
防

災
W

e
b
よ

り
)

こ
の

地
域

で
は
土

砂
災
害

防
止

法
に

基
づ
く

警
戒
区

域
指
定

と
公
表

が
行
わ

れ
て

い
た

。
住
民

へ
の

説
明

会
に
よ

り
危
険

性
が
周

知
さ

れ
、

自
主
的

な
防
災

活
動
が

今
回
の

災
害
で

も
活

か
さ

れ
た
。

土
石
流
発

生
前
か
ら

す
で

に
外
出

に
は

命
の
危

険
が

？

2
:4

0
頃

自
宅
か

ら
バ

イ
ク
で

新
聞

舗
に

向
か

っ
た
新

聞
配

達
員
が

途
中

で
行

方
不
明

に
な
っ

た
。

土
石
流

で
は

な
く

、
水
流

に
足
を

取
ら

れ
た
と

思
わ

れ
る

。

今
回

発
災

前
日

8
/1

9
の
気

象
等
の

状
況

19
～

2
3時

に
か

け
て

、
県

西
部

か
ら

広
島

市
中

区
以

西
の

地
域

で
、

激
し

い
雷

光
と

雷
鳴

を
伴

う
1
0m

m
/
h以

上
の

強
い

雨
(そ

の
う

ち
1
時

間
だ

け
だ

が
、

3
0
～

4
0
m

m
/
h
台

の
数

値
も

記
録

)

<
以

降
は

「
8

.2
0
豪

雨
災

害
に

お
け

る
避

難
対

策
等

検
証

部
会

」
配

付
資

料
よ

り
抜

粋
引

用
>

21
:2

6
 気

象
台

か
ら

大
雨
・

洪
水

警
報

(雷
注
意

報
継

続
)

21
:5

0
 消

防
局

か
ら

防
災
情

報
メ

ー
ル

(避
難
準

備
情

報
)

2
2:

0
0

 消
防

局
か

ら
防

災
無
線

(避
難

準
備
情

報
)

2
2:

2
8

 県
・

気
象

台
か

ら
広
島

県
気

象
情

報
第

1
号

(1
9
日

夜
遅

く
に
か
け

、

大
雨

と
な
る

お
そ
れ

。
南
部

北
部

と
も

4
0

m
m

/h
、

10
0

m
m

/2
4

h)

2
3:

3
3

 気
象

台
か

ら
洪

水
警
報

解
除

(大
雨
警

報
・
雷
注

意
報

継
続

)
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当
日

8
/2

0
の
気

象
等
の

状
況

(～
2
:
0
0
)

<
「

8
.2

0
豪

雨
災

害
に

お
け

る
避

難
対

策
等

検
証

部
会

」
配

付
資

料
よ

り
抜

粋
引

用
>

0
:5

7
 気

象
台

か
ら

洪
水

注
意

報
(大

雨
警

報
・

雷
注

意
報
継

続
)

1
:1

5
 県

・
気

象
台
か

ら
土
砂

災
害

警
戒

情
報

(市
全
域

)

1
:2

1
 気

象
台

か
ら
洪

水
警

報
(大

雨
警
報

・
雷

注
意

報
継
続

)

1
:3

2
 消

防
局

か
ら

防
災

情
報
メ

ー
ル

(避
難

準
備
情

報
)

1
:3

5
 県

・
気

象
台

か
ら

土
砂
災

害
警

戒
情

報
第

2
号

(対
象

の
市
町

追
加

)
1

:4
1

 消
防

局
か
ら

防
災

情
報

メ
ー

ル
・

防
災

無
線

(避
難
準

備
情
報

)
1

:4
9

 気
象

台
か
ら

広
島

県
気
象

情
報

第
2
号

(2
0
日

明
け

方
ま
で

土
砂

災
害

に
注
意

。
南

部
北

部
と
も

7
0

m
m

/h
、

1
2

0
m

m
/2

4
h)

当
日

8
/2

0
の
気

象
等
の

状
況

(2
:
0
0
～
3
:
3
0頃

)

<
「

8
.2

0
豪

雨
災

害
に

お
け

る
避

難
対

策
等

検
証

部
会

」
配
付

資
料

よ
り

抜
粋
引

用
>

2
:4

0
頃
ま
で
は
、
は
ん
濫
警
戒
や
水
防
関
連
の
情
報
多
数

2
:4

1
 消

防
局

か
ら

防
災

情
報

メ
ー

ル
(避

難
準
備

情
報

)
2

:5
0

 消
防

局
か
ら

防
災

無
線

(避
難
準

備
情
報

)
3

:2
1

 土
砂

災
害

関
連

最
初

の
11

9
通
報

(山
本

8
丁
目

が
け
崩

れ
に

よ
り

男
児

2
人
が

生
き
埋

め
)

3
:3

0
 土

砂
災

害
関

連
11

9
(緑

井
8
丁

目
土

石
流
で

女
性

不
明

)
3

:3
0

 広
島

市
災
害

対
策

本
部
設

置
3

:3
0
～

11
9
や
避
難
準
備
情
報
の
問
合
せ
先
だ

っ
た

危
機

管
理

部
の
加

入
電

話
に

市
民

か
ら

の
通

報
多

数
(人

が
流

さ
れ
て

い
る

、
避

難
で
き

な
い

、
家

屋
倒
壊

、
家

屋
に
土

砂
流

入
、

屋
根
で

孤
立

、
床

上
浸
水

、
家

に
閉

じ
込
め

、
生

き
埋
め

、
等

)

当
日

8
/2

0
の
気

象
等
の

状
況

(3
:
3
0
頃

～
6
:0
0
)

<
「

8
.2

0
豪

雨
災

害
に

お
け

る
避

難
対

策
等

検
証

部
会

」
配

付
資

料
よ

り
抜

粋
引

用
>

3
:3

7
 消

防
局

か
ら

防
災

情
報

メ
ー

ル
(災

対
本
部

設
置

)

3
:4

0
県

・
気

象
台

か
ら

土
砂
災

害
警

戒
情

報
第

3
号

(対
象

の
市
町

追
加

)

3
:4

9
 気

象
台

か
ら

記
録

的
短
時

間
雨

量
情

報
(3

:3
0
ま

で
の

1時
間

で
安

佐
北

区
付
近

1
2

0
m

m
、
安

佐
北

区
上
原

11
4

m
m

)
4

:1
5

 安
佐

北
区

避
難

勧
告
発

令
(対

象
地

区
は
ど

ん
ど

ん
拡
大

)

4
:3

0
 安

佐
南

区
避

難
勧

告
発
令

(対
象

地
区

は
ど
ん

ど
ん

拡
大

)

こ
の

間
も

以
降

も
11

9
通
報

多
数

(家
屋
倒
壊

、
孤

立
、
生

き
埋

め
、

閉
じ

込
め

、
避
難

困
難

、
家

屋
流
出

・
安

否
不

明
、
川

に
流

さ
れ
、

土
砂

流
入

、
脱
出

不
能

、
土

石
流
に

流
さ

れ
、

等
)

避
難

勧
告

の
遅
れ

で
犠
牲

者
が
多
く
な

っ
た
？

1
:1

5
土

砂
災

害
警
戒

情
報

の
発

表
(県

・
気

象
台

)
2
時
前
以
降

道
が
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
可

能
性

あ
り

3
:2

1
安

佐
南

区
山

本
の

が
け

崩
れ

(生
き

埋
め

死
亡

)
3

:3
0
以

降
土

石
流

の
集

中
発

生

4
:1

5
避

難
勧

告
発
令

(広
島
市

安
佐

北
区

)
4

:3
0

同
(安

佐
南

区
)

避
難
勧

告
等

の
対

象
者

は
十
数

万
～
数
十

万
人

避
難
行

動
は

瞬
時
に

は
終

わ
ら
な
い

15
年

前
の

6
.2

9
災
害

の
時

に
は

昼
間
の

災
害

で
も

2
.5
～

3
時
間

か
か

っ
た

(4
時
間
以
上
か
か
っ
た

人
も

)
避
難

所
へ
の

避
難
行
動

が
よ
り
危

険
だ
っ
た

可
能

性
も
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明
ら
か
に

な
っ
た

こ
と

真
夜

中
の
未

曾
有

の
降

り
方
の

集
中

豪
雨
で

あ
っ

た
こ

と
・

・
・
最

新
技
術

を
使
っ

て
も
適

切
予
測

が
困
難

な
場
合

が
あ
る

！
・

・
・
避

難
勧

告
の

遅
れ

等
を

生
む

最
大

の
原

因
と
な

っ
た
！

山
麓

斜
面
や

谷
す

じ
に

沿
っ
て

人
家

の
密
集

す
る

場
で

被
災
し

て
い
た

こ
と
。

水
の

集
ま

り
や
す

い
谷

す
じ
に

入
り

込
む

よ
う
に

、
ま
た

、
よ
り

危
険

度
の

高
い
勾

配
の

き
つ
い

と
こ

ろ
に

、
無
防

備
に

ミ
ニ

開
発
が

進
ん

で
い

た
こ
と

。
・

・
・

9
9
年

6
.2

9
広

島
土

砂
災
害

の
教
訓

は
何
だ

っ
た

か
？

土
砂

災
害
警

戒
区

域
指

定
箇
所

で
は

自
主
的

な
防

災
行

動
が
多

く
の

命
を

守
る
こ

と
に

つ
な

が
っ
て

い
た

こ
と
。

一
方

、
土

砂
災
害

危
険

区
域

図
の
公

開
だ

け
の

地
域
は

、
警

戒
避
難

の
行

動
が

ほ
と
ん

ど
と
れ

て
い
な

か
っ

た
こ

と
。

・
・

・
住

民
へ

の
説

明
・

理
解

を
促

す
大

切
さ

が
示
唆

さ
れ
た

！

行
政

側
か

ら
の

一
方

的
な

防
災

対
応

だ
け

で
は

全
く

不
十

分
で

あ
る

こ
と
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話題提供（２） 

 

「被災地周辺の特徴」 

福塚康三郎（八千代エンジニヤリング株式会社） 
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八
千
代

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン

グ
株

式
会
社

福
塚

康
三

郎

話
題
提
供

被
災

地
周

辺
の
特

徴

被
災

地
周
辺

の
特
徴

①
地
形

被
害

は
安
佐

北
区

大
林

町
～

安
佐

南
区

緑
井

町
周
辺

の
北
東

-
南

西
方
向

の
狭
い

帯
状
の
範

囲
(
約

3×
20
k
m
)
に
集

中
す

る
。

被
害

集
中
域

以
外

で
は

、
阿

佐
南

区
山

本
地
区
に
お

け
る
崖

崩
れ

等
を
除

き
、

顕
著

な
被

害
は

ほ
と

ん
ど
確
認
さ

れ
な
い
。

被
害
集
中

域
の
北

部
は

主
に

安
佐
北

区
の

根
谷
川

(
ね

の
た

に
が

わ
)左

岸
流
域

で
あ
り
、

高
松
山

や
三

入
地

区
東
方

の
低

山
地
周

辺
に
お

い
て

被
害

が
顕
著

。

被
害

集
中

域
の

南
部
は

主
に

安
佐

南
区

の
太
田

川
右

岸
側

流
域
で

あ
り

、
阿

武
山
周

辺
に

お
い

て
被
害

が
集

中
。

根
谷
川

太
田
川

阿
佐

北
区

阿
佐

南
区

写
真

：
国

土
交

通
省

太
田

川
河

川
事
務

所
提

供

阿
武

山

高
松

山

被
災
地

周
辺
の

特
徴
②

地
質

被
災

地
周

辺
に
は
主
に
広
島

花
崗
岩

類
が
広

く
分
布

す
る
。

一
部
に
高
田
流
紋
岩
類
や
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
し
た
堆
積
岩

類
が
分
布
。

今
回

発
生

し
た
土
石

流
の
大
半

は
、
山
麓

部
へ

流
下
す
る
過

程
に
お
い
て
、

渓
床

及
び
渓

岸
に
堆
積

し
た
こ
れ

ら
の
堆

積
物

を
侵
食

し
た
と
考

え
ら
れ

る
。

◆
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化

し
た
堆

積
岩

類
は
、
主

に
弱

風
化

の
硬

質
な
泥

岩
や

砂
岩

か
ら
構

成
さ
れ
、
亀

裂
発

達
。
堆

積
岩

類
が
分

布
す
る
エ
リ
ア
の
渓

床
に
は
主
に

φ
1
m
以

下
の
硬

質
な
角

礫
の
崖

錐
堆
積

物
が
分

布
。

◆
高

田
流

紋
岩

類
は
、
主
に
硬
質

・
緻

密
な
流
紋

岩
質

の
凝

灰
岩

(一
部

は
溶

結
)か

ら
構

成
。

◆
広

島
花
崗

岩
類
は
、
主

に
細

粒
～

中
粒

の
花

崗
岩
。

上
位

に
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化

し
た
堆

積
岩

類
や

高
田

流
紋

岩
類

が
分

布
す
る
エ
リ
ア
で
は
、
花

崗
岩

類
主

体
の
エ
リ
ア
に
比

べ
風

化
の
程

度
が
相

対
的

に
弱

い
（
赤

色
立

体
図

の
谷

密
度

の
違
い
に
も
表

れ
て
い
る
）。

◆
崖
錐
堆
積
物
（
旧
土
石
流
堆
積
物
を
含
む
）は

、
主

に
φ

1
m
以

下
の
角

礫
を
多

く
含

む
。
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、

花
崗

岩
類

主
体

の
エ
リ
ア
で
は
マ
サ
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル

ス
化

し
た
堆

積
岩

類
が
分

布
す
る
エ
リ
ア
で
は
シ
ル
ト

か
ら
主

に
構

成
さ
れ

る
。

出
典

：
シ
ー
ム
レ
ス
地
質

図

土
石
流
が
山
麓

部
へ

流
下
す
る
際
、
渓
床
や
渓
岸
の
堆
積
物
を
侵
食
し
た
例

（安
佐
南
区
八
木
町
、
太
田
川
（古

川
）支

川
7
7
）

花
崗

岩
（
基

盤
岩

）

土
石

流
堆
積

物
（
今

回
）

旧
土

石
流
堆

積
物

流
木

・
倒

木
（今

回
）

赤
色

立
体

図

土
石
流

発
生

状
況

上
記
写

真
解

説
図

国
土
交

通
省
太

田
川

河
川

事
務
所

提
供
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被
害

集
中
域

北
部

の
特

徴
（
安

佐
北
区

可
部

東
の

例
）

土
石
流

の
大
半
は

渓
流
の
最

上
流
付

近
で
発
生

し
、
流
下

。
渓

岸
浸

食
等
を
伴

い
な
が
ら

山
麓
部

に
達
し
て

い
る
。

。

a
b

a
b

赤
色
図

：
国
土

交
通

省
太
田

川
河

川
事

務
所

提
供

出
典
：
国

土
地

理
院
H
P

被
害

集
中
域
南
部
の
特
徴
（
安
佐
南
区
八
木
町
～
緑
井
の
例

）

土
石

流
の
大
半
は
最
上
流
部
に
小
規
模
な
表
層
崩
壊
を
伴
い
、
こ
れ
ら

の
崩
壊

土
砂
の
流
下
に
伴
う
渓
床
・
渓
岸
沿
い
の
堆
積
土
砂
・
地
山
風
化

部
の
侵

食
に
よ
り
土
砂
量
を
更
に
増
加
さ
せ
、
流
下
し
、
山
麓
部
に
達
し
た
。

a

b

a
b

c
c

出
典

：
国
土

地
理

院
H
P

赤
色

図
：
国

土
交

通
省

太
田
川

河
川

事
務

所
提

供

被
災
地

周
辺
の

特
徴
③

土
地
利
用

新
旧

の
地
形

図
や

空
中

写
真

等
を

対
比

し
た

結
果
、

近
年
、

土
石

流
の
到

達
域

の
山

麓
部

ま
で

都
市

の
ス

プ
ロ
ー

ル
化
に

伴
う

宅
地
開

発
が

進
行

し
て

い
る

状
況

が
認

め
ら
れ

る
。

出
典
：
国

土
交
通

省
太

田
川

河
川
事

務
所

昭
和

2
8
年
頃
の

梅
林
駅

付
近
（

阿
佐
南

区
八
木

町
）

◆
20
1
4
年
：
谷

出
口

も
宅
地

化
が
進

行
。

◆
19
7
7
年
：

谷
出
口

で
は
宅

地
化
少

な
い
。

a

可
部

東
地
区

の
例
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◆
1
9
2
5
年

の
地
形
図
で
は
土

石
流

堆
末
端
付

近
の
一

部
に

地
下

水
(伏

流
水

)の
浸

み
出

し
を
示
唆

す
る
竹

林
記

号
や

災
害

地
名
が
認

め
ら
れ

る
。

◆
近
年
、
土
石
流
の
到
達
域

の
山
麓

部
ま
で
都

市
の
ス
プ

ロ
ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開

発
が
進
行

し
て
い
る
状

況
が
認

め
ら
れ

る
。

八
木

地
区
の

例
◆

八
木

地
区
の
災

害
地

名
現

在
：
上
楽

地
芦

谷
過

去
：
蛇
落

地
悪

谷
（じ

ゃ
ら
く
じ

あ
し
だ
に
）

昭
和
4
5
年
頃

（1
9
7
0
年
頃
）

の
八
木
地
区

都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

（
空
中

写
真

比
較

）
（
安

佐
南
区

八
木
地

区
）

（
都

市
の
ス

プ
ロ

ー
ル

化
…

都
市

が
周

辺
に

無
秩

序
に

広
が

る
現

象
）

拡
大

（
次

頁
）

1
9
4
7
年
頃

1
9
7
4
年
頃

1
9
8
1
年
頃

都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

（
空
中

写
真

比
較

）
（
安

佐
南
区

八
木
地

区
）

1
9
8
8
年
頃

2
0
0
9
年
頃

都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

（
空
中

写
真

比
較

）
（
安

佐
南
区

八
木
地

区
）
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都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

と
被
害

箇
所

の
関

係
（

阿
佐
北

区
可

部
東

地
区

、
根
谷

川
支
線

9
7
）

1
9
2
5
年
頃

1
9
7
8
年
頃

発
生
状

況
（
赤
色

地
図
）

発
生
状

況
（空

中
写
真

）
1
9
2
5
年
頃

2
0
1
4
年

発
生

状
況

（
空
中

写
真
）

都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

と
被
害

箇
所

の
関

係
（

阿
佐

南
区
八

木
地
区

、
太

田
川
（

古
川

）
支

川
7
7周

辺
）

発
生
状

況
（
赤

色
地
図

）

都
市

の
ス

プ
ロ

ー
ル
化

に
伴

う
宅

地
開
発

状
況

と
被
害

箇
所

の
関

係
（

阿
佐

南
区

八
木

地
区

、
太

田
川

支
川

75
周

辺
）

1
9
2
5
年
頃

2
0
1
4
年

発
生
状

況
（
空

中
写

真
）

発
生
状

況
（
赤
色

地
図

）
1
9
7
8
年
頃

赤
色

立
体
地

図
か

ら
は

、
地
質

の
違

い
が
谷

密
度
の
違

い
と
し

て
現

れ
て
い

る
。
⇒

堆
積

岩
類

地
域
よ

り
も

花
崗
岩

類
地

域
の

方
が
谷

密
度

大

谷
密

度
大

（
花

崗
岩
主

体
）

谷
密

度
小

（
堆

積
岩

主
体
）
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谷
密

度
が

高
い

斜
面

と
低
い

斜
面

の
違
い

の
イ

メ
ー

ジ
（
既

往
研

究
例
）

長
谷

川
ほ

か
（
20

0
9
）
：
谷

密
度

か
ら

斜
面

崩
壊

規
模

を
予

測
す

る

被
災
地

周
辺
の

特
徴
④

災
害
履
歴

広
島

市
周
辺

で
は
、
過
去
に
土

石
流

や
斜

面
崩
壊
等
に
よ
る
土

砂
災

害
が
多
発

し
、
人

的
被

害
や

家
屋
被

害
等

の
様
々
な
被
害

を
受

け
た

地
域

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

出
典
：
国
土

交
通

省
太
田

川
河

川
事

務
所

出
典

：
国
土

交
通

省
太
田

川
河

川
事

務
所

【
参

考
】

・
か

つ
て
、

阿
佐

南
区
八

木
～
緑

井
地
区

周
辺

の
低

地
は
、

太
田
川

の
氾
濫

常
襲
地

帯
で
あ

っ
た

。
・

河
川
の
水

害
に

見
舞
わ

れ
た
こ

と
に
よ

り
、

低
地

を
避
け

て
山
側

に
宅
地

開
発
が

進
行
し

た
。

・
土

石
流
災

害
に

つ
い
て

は
あ
ま

り
認
識

さ
れ

ず
、

河
川
の

水
害
の

方
が
怖

い
と
考

え
ら
れ

て
き

た
。

・
発

生
頻
度

の
少

な
い
土

石
流
災

害
よ
り

も
、

頻
発

す
る
水

害
の
方

が
認
識

さ
れ
て

き
た
の

で
は

？
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話題提供（３） 

 

「広島災害の誘因の特徴と土砂移動の状況」 

吉野弘祐（アジア航測株式会社） 
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ア
ジ
ア
航

測
株
式
会

社
吉
野
弘

祐

話
題
提
供

広
島
災
害

の
誘
因
の

特
徴

と
土
砂

移
動
の
状

況

降
雨

状
況

(X
バ

ン
ド

M
P
レ

ー
ダ
ー
雨

量
)

出
典

：
広

島
県

防
災

W
eb

8/
19

 1
8:

00

広
島

県
庁

安
佐

北
区

役
所

8/
19

 2
0:

00

8/
19

 2
2:

00

8/
20

 0
:0

0

8/
20

 1
:0

0

8/
20

 2
:0

0
8/

20
 5

:0
0

8/
20

 4
:0

0

8/
20

 3
:0

0

降
雨
状
況

(X
バ

ン
ド

M
P
レ

ー
ダ
ー
雨

量
)

出
典

：
広

島
県

防
災

W
eb

安
佐

北
区

役
所

広
島

市
街

安
佐

北
区

役
所

8/
20

 0
:0

0

8/
20

 0
:3

0

8/
20

 1
:0

0

8/
20

 1
:3

0

8/
20

 2
:0

0

8/
20

 2
:3

0

8/
20

 3
:0

0

8/
20

 3
:3

0

8/
20

 4
:0

0

8/
20

 4
:3

0

8/
20

 5
:0

0

8/
20

 5
:3

0

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

安
佐

北
区

役
所

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

広
島

市
街

降
雨

状
況

(地
上

雨
量
観

測
所

)
0

2
0

4
0

6
0

8
0

10
0

12
0

14
0

1
9時

2
0
時

21
時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

6時

051
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
9
時

2
0時

2
1時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

6
時

051
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
9時

2
0時

2
1時

2
2
時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

6
時

051
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
9 時

2
0時

2
1時

2
2
時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

6
時

051
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

10分間雨量(mm/10min)

時間雨量(mm/h)

10分間雨量(mm/10min)

時間雨量(mm/h)

10分間雨量(mm/10min)

時間雨量(mm/h)

三
⼊

(気
象

庁
)

上
原

(広
島

県
)

祇
園

⼭
本

(広
島

県
)

10分間雨量(mm/10min)

時間雨量(mm/h)

安
佐

北
区

役
所

(広
島

県
)

1
9時

2
0
時

2
1時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

6時

1
9
時

2
0時

2
1時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4時
5
時

6
時

1
9
時

2
0時

2
1時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4時
5
時

6
時

1
9時

2
0時

2
1
時

2
2時

2
3時

0
時

1
時

2
時

3
時

4時
5
時

6
時

1時
間

⾬
量

 
 

 ：
10

1m
m

(~
4:

00
)

10
分

間
⾬

量
 

 
 ：

21
.5

m
m

(~
3:

20
)

1時
間

⾬
量

  
 ：

10
2m

m
(~

4:
00

)
10

分
間

⾬
量

 
 

 ：
24

.0
m

m
(~

3:
40

)

1時
間

⾬
量

 
 

 ：
11

5m
m

(~
4:

00
)

10
分

間
⾬

量
 

 
 ：

30
.0

m
m

(~
3:

50
)

1時
間

⾬
量

  
 ：

55
m

m
(~

3:
00

)
10

分
間

⾬
量

  
 ：

13
.0

m
m

(~
3:

00
)

10
分

間
⾬

量

1時
間

⾬
量

1時
15

分
⼟

砂
災

害
警

戒
情

報
発

表
1時

15
分

⼟
砂

災
害

警
戒

情
報

発
表
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降
雨
状
況

(確
率

規
模

)

三
⼊

(気
象

庁
)

⾼
瀬

(国
⼟

交
通

省
)

2
5

10
50

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

時
間
雨

量
：

87
m

m
30

0 ～
40

0 年
G

EV
分

布
30

.4
39

.3
45

.8
62

.3
70

.3
78

.9
84

.2
88

.1
91

.2

3 時
間
雨

量
：

18
7m

m
50

0 年
以

上
G

EV
分

布
52

.6
64

.0
72

.6
94

.9
10

6.
0

11
8.

1
12

5.
7

13
1.

4
13

5.
9

24
時

間
雨

量
：

24
7m

m
20

0 ～
30

0 年
G

EV
分

布
12

4.
4

15
9.

4
17

9.
8

21
7.

9
23

1.
7

24
4.

2
25

0.
9

25
5.

5
25

8.
9

時
間
雨

量
：

10
1m

m
50

0 年
以
上

岩
井

法
33

.0
42

.1
48

.0
60

.6
65

.9
71

.1
74

.2
76

.4
78

.1

3 時
間
雨

量
：

20
9m

m
50

0 年
以

上
G

um
be

l 分
布

57
.8

69
.5

77
.2

94
.3

10
1.

6
10

8.
8

11
3.

0
11

6.
0

11
8.

3

24
時

間
雨

量
：

25
7m

m
10

0 ～
20

0 年
G

EV
分

布
13

1.
5

17
0.

5
19

2.
5

23
2.

3
24

6.
1

25
8.

3
26

4.
8

26
9.

2
27

2.
4

年
超
過

確
率

規
模

評
価

期
間

所
管

観
測
所

雨
量

選
定

手
法

年
超

過
確

率

三
入

高
瀬

気
象

庁

国
土

交
通
省

19
76
年

～
20

13
年

19
75
年

～
20

13
年

順
位

降
水

量
（

m
m
）

起
日

降
水
量
（

m
m
）

起
日

1
87

20
14

/8
/2

0
10

1
20

14
/8

/2
0

2
70

20
00

/7
/4

60
19

97
/8

/5
3

49
19

88
/7

/2
1

58
.5

20
08

/8
/1

4
4

47
19

84
/7

/1
9 ，

20
08

/8
/1

4
56

19
98

/7
/2

2
5

44
19

97
/8

/5
48

19
86

/7
/1

0 ，
19

97
/9

/7

順
位

降
水

量
（

m
m
）

起
日

降
水
量
（

m
m
）

起
日

1
18

7
20

14
/8

/2
0

20
9

20
14

/8
/2

0
2

10
1

19
88

/7
/2

1
10

1
19

97
/8

/5
3

98
20

10
/7

/1
3

88
19

97
/9

/7
4

80
19

97
/8

/5
85

20
06

/9
/1

6
5

72
20

00
/7

/4
83

19
88

/7
/2

1

順
位

降
水

量
（

m
m
）

起
日

降
水
量
（

m
m
）

起
日

1
24

7
20

14
/8

/2
0

25
7

20
14

/8
/2

0
2

22
1

19
95

/7
/2

23
4

19
95

/7
/2

3
19

9
19

83
/9

/2
7

21
9

19
83

/9
/2

7
4

19
6

20
10

/7
/1

3
21

1
19

85
/6

/2
3

5
19

2
19

85
/6

/2
3

19
5

20
06

/9
/1

6

高
瀬

（
19

75
年
～

）
三
入

（
19

76
年
～

）

高
瀬

（
19

75
年
～

）
三
入

（
19

76
年
～

）

1
時

間
雨
量

3 時
間

雨
量

高
瀬

（
19

75
年
～

）
三
入

（
19

76
年
～

）

24
時

間
雨
量

降
雨
と

土
砂

移
動

(空
中
写

真
判

読
)

判
読

項
⽬

・崩
壊

地
 ⼟

⽯
流

流
下

範
囲

 ⼟
⽯

流
堆

積
範

囲
※

1

 泥
⽔

浸
⽔

範
囲

※
2

※
1：

砂
礫

質
 

⼟
⽯

流
 

堆
積

  
範

囲
 花

崗
岩

地
域

 
は

道
路

沿
 

 
  

⼟
砂

 
 

  
  

 
区

間
 

 
 

 
 下

流
側

 
砂

礫
 

堆
積

が
確

認
で

き
た

場
合

に
は

中
間

区
間

も
抽

出
※

2：
⼟

⽯
流

 
直

接
的

 
氾

濫
範

囲
 

 
 

  
⼟

⽯
流

 
 

 ⽔
路

等
 

閉
塞

  
 排

⽔
不

良
  

  
地

域
 

濁
流

 
流

 
込

 
 

範
囲

 礫
 

 
  

 ⾒
  

 
 濡

 
 

跡
 

砂
泥

 
分

布

降
雨
と
土

砂
移
動

(雨
域

分
布

)

※
図

中
⾚

⾊
 

崩
壊

地
,⼟

⽯
流

流
下

範
囲

,⼟
⽯

流
堆

積
範

囲
 

表
  

い
る

最
⼤

1時
間

⾬
量

最
⼤

3時
間

⾬
量

最
⼤

24
時

間
⾬

量

写
真

判
読

実
施

範
囲

今
回

の
降

雨
は

，
短
時

間
に
非

常
に
強

い
も
の

で
あ
っ

た
こ
と

も
あ
り

，
最
大

3時
間

雨
量

と
最

大
24

時
間
雨

量
の
雨

域
分

布
は
比

較
的
同

様
の
傾

向
を
示

し
て

い
る

⼟
⽯

流
 

 
 

被
害

 
想

定
  

 
区

域

国
道

54
号

線

JR
可

部
線

差
分

結
果

と
土
砂

災
害
危

険
区

域
図
の

比
較

被
災

後
 

LP
 

 
  

平
成

21
年

LP
 

 
  

 
差

分
図

(⻘
系

統
 

侵
⾷

 ⻩
⾚

系
統

 
堆

積
 

卓
越

)

⼟
砂

災
害

危
険

箇
所

図
(ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

)

JR
可

部
線
や

国
道

5
4
号
線

付
近
ま

で
泥
水

が
到

達
し
て

い
る
も

の
の
、

土
石

流
に

よ
る
主

要
な
土

砂
堆
積

範
囲
は

、
広
島

県
防

災
W

eb
で

公
開

さ
れ

て
い
る

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
（

土
砂

災
害
危

険
箇
所

図
）
の

「
土
石

流
に
よ

る
被

害
が

想
定
さ

れ
る
区

域
※
」

内
に

集
中

し
て
い

る
。

太
⽥

川
河

川
事

務
所

提
供

資
料

出
典

：
広

島
県

防
災

W
eb

⼟
⽯

流
 

 
 

被
害

 
想

定
  

 
区

域

※
地

形
と

土
砂

の
堆
積
状

況
及

び
過

去
の

土
石

流
の

氾
濫
実

績
を

基
に
，

想
定

さ
れ

る
最

大
規
模
の

土
石

流
が

氾
濫

す
る

お
そ

れ
が
あ

る
区

域

※
地

形
と

土
砂

の
堆
積
状

況
及

び
過

去
の

土
石

流
の

氾
濫
実

績
を

基
に
，

想
定

さ
れ

る
最

大
規
模
の

土
石

流
が

氾
濫

す
る

お
そ

れ
が
あ

る
区

域
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災
害
の
誘

因
の
特

徴
と
土

砂
移
動

の
ま

と
め

降
雨

は
8
月

19
日
の

1
8
時
頃

か
ら
降

り
始
め

、
夜
中

に
一

旦
小
康

状
態
と

な
っ
た

も
の

の
、

8
月

2
0
日

午
前

1
時

～
午

前
4
時
に

か
け

て
急
激

に
強
ま

っ
た
。

被
害

の
大

き
か
っ

た
地

区
近
傍

の
雨
量

観
測

所
(三

入
、

高
瀬

)で
は

、
最
大

1
時

間
雨

量
、
最
大

3時
間

雨
量

、
最

大
24

時
間

雨
量
と

も
観
測

史
上
最

大
を

記
録
し

た
。

特
に

最
大

3
時

間
雨

量
は
過

去
の
降

雨
と

比
較
し

て
も
突

出
し
て

大
き

く
、

5
0

0
年

に
一
回
と
い

う
規
模

を
は
る

か
に
上

回
る

降
り
方

で
あ
っ

た
。

今
回

の
降

雨
は
，

短
時

間
に
非

常
に
強

い
も

の
で
あ

っ
た
こ

と
も
あ

り
，

最
大

3
時

間
雨
量

と
最
大

24
時

間
雨

量
の

雨
域
分

布
は
比

較
的

同
様
の

傾
向
を

示
し
て

お
り

，
広
島
市

安
佐
南

区
八
木

・
緑
井

地
区

か
ら
安

佐
北
区

可
部

東
・
桐

原
地
区

へ
と

南
西
か
ら

北
東
方

向
に
多

雨
域
が

確
認

で
き
る

。
こ
れ

は
、

崩
壊
や

土
石
流

発
生

域
等
の
顕

著
な
土

砂
移
動

の
分
布

範
囲

と
同
様

で
あ
る

。

JR
可
部

線
や

国
道

5
4
号

線
付
近

ま
で

泥
水
が

到
達
し

て
い
る

も
の

の
、
土

石
流
に

よ
る

主
要

な
土
砂

堆
積

範
囲
は

、
広
島

県
防

災
W

eb
で

公
開

さ
れ
て

い
る
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（

土
砂
災

害
危
険

箇
所
図

）
の

「
土
石

流
に
よ

る
被

害
が
想

定
さ
れ

る
区

域
」
内
に

集
中
し

て
い
る

。

35



36



 

 

 

 

 

 

 

話題提供（４） 

 

「渓流調査結果の報告」 

五反田川（八木四丁目）（堆積岩の分布域） 

根谷川支川 85・86（可部町桐原）（高田流紋岩～花崗岩の分布域） 

長野英次（朝日航洋株式会社） 
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朝
日
航

洋
株

式
会

社
長

野
英

次

話
題
提

供
「
渓
流

調
査
結
果

の
報
告

」
五

反
田
川

（
八
木
四

丁
目

）
（

堆
積
岩
の

分
布

域
）

根
谷
川

支
川

8
5
・

8
6
（

可
部
町

桐
原

）
（
高
田

流
紋
岩
～

花
崗

岩
の
分

布
域
）

報
告

内
容

渓
流

調
査

結
果
の

報
告

①
安

佐
南

区
八
木

四
丁

目
『

五
反
田

川
』

の
調
査

結
果

②
安

佐
北

区
可
部

町
桐

原
『

根
谷
川

支
川

8
5
・

8
6
』

の
調

査
結

果

③
報

告
の

内
容

・
調
査

渓
流
の

概
況

・
土
石

流
発
生

域
の

特
徴

・
土
石

流
の
流

下
・

堆
積

区
間
の

特
徴

・
被
災

状
況

・
ま
と

め

渓
流
調

査
結

果
（

安
佐
南

区
八

木
四

丁
目

）

五
反

田
川

1
.調

査
渓

流
の
概

況
（
安

佐
南
区

八
木
四
丁

目
地
区

）

堆
積

岩
類

花
崗

岩
類

花
崗

岩
類 八
木
・

緑
井
地

区

被
災

地
周

辺
の

シ
ー
ム

レ
ス

地
質

図
（

ht
tp

s:
//

gb
an

k.
gs

j.j
p/

se
am

le
ss

/）
平

成
2
6
年

8月
2
0
日

国
土

地
理

院
撮

影
斜

め
写

真

堆
積

岩
類

花
崗

岩
類

県
営
緑

丘
住

宅
阿

武
の

里
団

地
八

木
ヶ

丘
団
地

緑
井

八
丁
目

阿
武

山

▲
阿

武
山
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1
. 調

査
渓
流
の
概
況
（
安
佐
南
区
八
木
四
丁
目
地
区

）

調
査

渓
流 土
石

流
氾

濫
・
堆

積
区

間

土
石
流

流
下

・
侵
食

区
間

崩
壊

既
存

砂
防

堰
堤

も
と

も
と

の
渓

流

土
石

流
直

進
方

向

・
主

な
崩
壊

地
は

7
箇
所

・
扇

状
地
で

2方
向

に
分
流

1
. 調

査
渓

流
の
概

況
（
安

佐
南
区

八
木
四
丁

目
地
区

）

2
. 土

石
流
発

生
域
の
特
徴
（
安
佐
南
区
八
木
四
丁
目
地
区
）

源
頭

部
の

崩
壊

状
況

（
幅

7
m
・

長
さ

2
5

m
・

深
さ

1
.0

m
）

。

2
. 土

石
流
発

生
域
の

特
徴
（
安

佐
南
区

八
木
四

丁
目
地

区
）

崩
壊
発

生
跡

・
多

数
の

パ
イ

プ
か

ら
の

水
の

噴
き

出
し

。
・
表

層
は

1
.0

ｍ
程

度
の

厚
さ

で
土

砂
層

が
被

覆
。

崩
壊

部
の
直

下
流

・
侵

食
幅

は
狭

く
深

さ
も

1
.0

m
程

度
。

・
多

量
の

礫
が

表
層

に
含

ま
れ

て
い

る
。
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2
. 土

石
流
発
生
域
の
特
徴
（
安
佐
南
区

八
木
四
丁
目
地

区
）

発
生

域
に
見

ら
れ
る

渓
床
岩

塊
の
崩

落
に
よ

る
擦
痕

跡
。

流
下

域
上
流

部
の
渓

床
の
ホ

ル
ン
フ

ェ
ル
ス

・
チ
ャ

ー
ト
中

に
見
ら

れ
る
交

差
す
る

2
方

向
の
小

断
層

（
N
8°

W
・

80
°

E
、

N
10
°

E
・
9
0
°

）
。

2
. 土

石
流

発
生
域

の
特

徴
（

安
佐
南
区

八
木

四
丁
目
地

区
）

頂
上

直
下
山

腹
の
立

木
に
見

ら
れ
る

流
水
に

よ
る
小

枝
の
巻

き
付
き

。

頂
上

直
下
山

腹
斜
面

に
見
ら

れ
る
流

水
に
よ

る
表
土

層
（

A
層
）

の
流

出
。

2
. 土

石
流
発
生
域
の
特
徴
（
安
佐
南
区
八
木
四
丁
目
地
区
）

源
頭
部
の

崩
壊

発
生

場
所
は

、
「

規
模
は

比
較
的

小
さ
い

」
が

「
勾

配
が
著

し
く
急
勾

配
」

で
あ

る
。

源
頭
部
の

崩
壊

部
の

地
質
は

、
風

化
の
進

ん
だ
堆

積
岩
類

を
基

盤
岩

と
し

そ
の
上
位
を

層
厚

1
.0
m
程

度
の

土
砂

層
が
薄

く
被
覆

す
る
形

態
で

あ
る

。

崩
壊
面
付

近
に

は
大

小
多
数

の
パ

イ
プ
ピ

ン
グ
孔
が

確
認

で
き

た
。

滑
落
崖
の

上
部

に
亀

裂
は
発

生
し

て
お
ら

ず
、
周

辺
の
斜

面
土

壌
の

浸
透

能
を
大
き
く

超
え

る
よ

う
な
短

時
間

の
集
中

豪
雨
が

パ
イ
プ

フ
ロ

ー
の

噴
出

し
と
な
り
、

崩
壊

発
生

の
直
接

的
な

要
因
に

な
っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

渓
岸
の
山

腹
斜

面
に

は
、
豪

雨
に

よ
る
表

面
流
の

痕
跡
が

確
認
さ

れ
、
渓

流
へ
の
多
量

の
表

面
水

の
流
入

も
が

あ
っ
た

と
判
断

で
き
る

。

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木
四
丁

目
地

区
）

流
下

域
中
流

部
で
の

侵
食

状
況

（
侵

食
幅

1
8
m）

渓
床

に
大
量

の
巨
礫

流
下

域
中
流

部
で
の

侵
食

状
況

（
侵

食
幅

1
6
ｍ

侵
食
深

1
.
4
m）

渓
床

に
大
量

の
巨
礫
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3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木

四
丁

目
地

区
）

流
下

域
中
流

部
に

見
ら

れ
る
侵

食
状
況

（
侵

食
幅

1
2
ｍ

侵
食
深

1
.
4
m）

渓
床

に
も
と

も
と
の

堆
積

土
砂
が

残
っ
て

い
る

渓
床

に
も
と

も
と
の

堆
積

土
砂
が

残
っ
て

い
る

（
ポ
ー

ル
位
置

で
4
ｍ

程
度

）
そ
の

下
流
は

、
渓
床

に
基

盤
岩
が

露
頭

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木
四
丁

目
地

区
）

流
下

域
中
下

流
部
に

見
ら

れ
る
湧

水
状
況

（
2
0 
/
m
i
n）

流
下

域
中
下

流
部
に

見
ら

れ
る
湧

水
状
況

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木

四
丁

目
地

区
）

支
沢

と
の
合

流
直
下

の
渓
床

・
渓
岸

の
侵
食

状
況
。

渓
床
部

に
は
岩

盤
（
ホ

ル
ン
フ

ェ
ル
ス

・
砂
岩

・
チ
ャ

ー
ト
）

の
露
岩

が
見
ら

れ
る

（
侵

食
幅

9
m

侵
食
深

さ
2
.0
m
）

渓
床

部
に
見

ら
れ
る

ホ
ル
ン

フ
ェ
ル

ス
・
砂

岩
の
露

頭
断
層

の
影
響

か
、
せ

ん
断
を

受
け
て

脆
い

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木
四
丁

目
地

区
）

砂
防

堰
堤
の

堆
砂
域

上
流

端
付
近

の
渓
床

の
状

況

砂
防

堰
堤
の

堆
砂
域

の
状

況
礫
が

堆
積
し

て
お
り

細
粒

の
土
砂

は
表
面

に
は

認
め
ら

れ
な
い

花
崗
岩

域
と
の

違
い
か
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3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木

四
丁

目
地

区
）

流
下

域
下
流

部
に
見

ら
れ

る
砂
防

堰
堤

(
有

効
高

約
7
m）

一
部

が
破
壊

さ
れ
て

い
る

が
、
施

設
効
果

が
あ

り
、
土

石
流
を

一
部

捕
捉

捕
捉

し
た
土

石
流
の

堆
砂

の
状
況

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木
四
丁

目
地

区
）

堰
堤

下
流
の

渓
床
の

状
況

。
旧
流

路
沿
い

の
土
石

流
は

、
現
河

床
を
2
m

程
度

侵
食
し

て
い
る

堰
堤

下
流
の

渓
床
の

状
況
。

旧
渓
床

の
植
物

が
残
存

し
て
お

り
、
渓

床
の
侵

食
・
堆

積
は
小

さ
く
、

表
層
を

流
下
し

た
も
の

と
推
測

で
き
る

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木

四
丁

目
地

区
）

土
石

流
が
旧

流
路

方
向

と
直

進
方

向
の

両
者

に
流

下
。

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木
四
丁

目
地

区
）

堆
積

域
に
は

、
大

量
の

流
木
と

土
砂

及
び

巨
礫
が

認
め

ら
れ

た
。
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3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区

八
木

四
丁

目
地

区
）

流
域

源
頭

部
で
発

生
し

た
崩

壊
は
土

石
流

と
な

り
、
渓

床
や

渓
岸
を

侵
食

し
、

さ
ら
に

侵
食

し
た

土
砂
や

渓
床

に
堆

積
し
て

い
た

岩
塊
を

巻
き

込
み

規
模
を

拡
大

し
な

が
ら
流

下
し

た
。

渓
床

や
渓

岸
に
存

在
し

て
い

た
巨
礫

を
巻

き
込

ん
だ
土

石
流

で
あ
っ

た
こ

と
が

推
定
で

き
る

。

既
存

の
砂

防
堰
堤

は
、

効
果

は
あ
っ

た
。

最
下

流
で

は
、
旧

流
路

方
向

と
直
進

方
向

の
両

者
に
土

石
流

が
流
下

し
、

両
方

向
に
被

害
が

出
た

。

4
. 被

災
状

況
（
安

佐
南

区
八
木

四
丁
目
地

区
）

旧
流

路
沿
い

に
流
下

し
た
土

石
流
・

流
木
に

よ
り
倒

壊
し
た

家
屋
。

旧
流

路
沿
い

に
流
下

・
堆
積

し
た
土

石
流
の

フ
ロ
ン

ト
部
。

民
家

の
壁
等

で
停
止

。
径
１

ｍ
大
の

花
崗
岩

礫
及
び

大
量
の

流
木
か

ら
な
る

。

4
. 被

災
状
況
（
安
佐
南
区
八
木

四
丁

目
地

区
）

直
進

し
た
土

石
流
の

先
端
部

の
状
況

。
流
木

に
よ
る

被
害
が

目
立
っ

て
い
る

。
巨
礫

も
多
い

。

直
進

し
た
土

石
流
の

先
端
部

。
マ
ト

リ
ッ
ク

ス
は
細

粒
分
が

多
く
、

道
路
沿

い
に
土

砂
流
と

な
っ

て
流
下

し
て
い

る
。

土
石

流
の

被
害
は

、
大

量
の

土
砂
、

巨
礫

、
流
木

に
よ

っ
て

生
じ
て

い
る

。

土
石

流
は

、
旧
流

路
方

向
に

流
下
し

た
も

の
と
直

進
方

向
に

流
下
し

た
も

の
が

あ
り
、

両
者

に
お

い
て
被

害
が

発
生
し

て
い

る
。

谷
出

口
か

ら
下
流

側
は

扇
状

地
が
発

達
し

、
こ
の

扇
状

地
に

お
い
て

古
く

か
ら

宅
地
造

成
が

行
わ

れ
て
い

る
。

谷
出

口
付

近
の
勾

配
は

1
0°

と
急
で

あ
り

、
土
石

流
は

勢
い

を
保
持

し
た

状
態

で
扇
状

地
内

の
宅

地
内
に

向
け

て
流
下

し
、

甚
大

な
被
害

を
及

ぼ
し

た
。

八
木

四
丁

目
で
は

、
民

家
の

倒
壊
等

の
被

害
は
勾

配
1
0
°
付

近
で
発

生
し

て
い

る
が
、

こ
の

1
0°

付
近
の

民
家

等
に
よ

っ
て

流
木

や
巨
礫

が
停

止
し

て
い
る

様
子

が
確

認
で
き

た
。

4
. 被

災
状

況
（
安

佐
南

区
八
木

四
丁
目
地

区
）
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渓
流

調
査

結
果
（

安
佐
北
区

可
部

町
桐
原

地
区

）

『
根

谷
川

支
川

8
5
・

8
6
』

1
. 調

査
渓
流
の
概
況
（
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
地
区
）

崩
壊

土
石

流
氾

濫
・

堆
積

区
間

既
存

砂
防
堰

堤

8
5
渓
流

8
6
渓
流

土
石

流
流

下
・

侵
食
区

間

1
. 調

査
渓
流
の
概
況
（
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
地
区
）

根
谷

川
支

川
8

6
（

安
佐

北
区

可
部

町
桐

原
）

縦
断

図

【
参
考
】

渓
流
勾

配
の

比
較

（
花
崗
岩

地
区
と
堆

積
岩
地

区
）

根
谷

川
支

川
8

6
（

安
佐

北
区

可
部

町
桐

原
）

縦
断

図

根
谷

川
支

川
8

5
（

安
佐

北
区

可
部

町
桐

原
）

縦
断

図
五

反
田

川
（
安

佐
南

区
八

木
四

丁
目

）
縦

断
図

（
安

佐
南

区
緑

井
地

区
）
縦

断
図
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2
. 土

石
流
発
生
域
の
特
徴
（
安
佐
北
区
可
部
町

桐
原
地
区
）

源
頭

部
の

真
砂
土

の
崩

壊
（
幅

1
2
m・

長
さ

20
m・

深
さ

1
.
5m
・

傾
斜

34
°

）
。

崩
壊

下
部

の
両
側

部
に

は
、
花

崗
岩
中

の
斜

交
す
る

節
理
に

規
制

さ
れ
て

ボ
ト
ル

ネ
ッ

ク
状

。

源
頭

部
の
真

砂
土

の
崩

壊
面

に
見

ら
れ

る
パ

イ
ピ

ン
グ

ホ
ー

ル
（

径
2
～
3
㎝

）
。

2
. 土

石
流

発
生

域
の

特
徴

（
安

佐
北

区
可
部
町

桐
原

地
区
）

源
頭

部
崩
壊

直
下

の
侵
食
状

況
（

や
や
深

い
）

（
幅

8
m・

深
さ

3
m）

3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域
の
特
徴

（
安

佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

流
下
域

上
流
部

の
侵
食

状
況
。

途
中

か
ら
流

水
が
見

ら
れ
る

。

3
. 土

石
流

流
下

・
堆

積
域

の
特

徴
（

安
佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

流
下

域
中
流

部
の

侵
食

状
況

。
左

岸
部

に
比

べ
右

岸
部

の
方

が
侵

食
著

し
い

。
渓

床
及

び
右

岸
は

岩
盤

露
出

、
左

岸
は

土
砂

が
残

存
。

流
下

域
中
流

部
の

侵
食

状
況

（
幅

1
2m
・

深
さ

2
m 
）

。
渓

床
部

の
侵

食
著

し
く

岩
盤

が
露

出
し

て
い

る
。

46



3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域
の
特
徴

（
安

佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

流
下

域
中

・
下
流

部
に

見
ら
れ

る
侵
食

・
堆

積
状
況

。

流
下

域
下
流

部
に

見
ら

れ
る

侵
食

状
況

。
緩

や
か

に
曲

流
し

て
お

り
、

侵
食

深
さ

は
2
.
2
mを

呈
す

る
。

3
. 土

石
流

流
下

・
堆

積
域

の
特

徴
（

安
佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

流
下

域
下

流
部

の
右

岸
側

に
見

ら
れ

る
崩

壊
高
さ

20
m

幅
1
0
m

深
さ

0.
7
m

右
岸

側
水

衝
部

の
崩

壊
幅

1
5
m

高
さ

15
m

深
さ

0.
7
m

3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域
の
特
徴

（
安

佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

崩
壊

地
直

下
の

堆
積

開
始

点
。

こ
れ

よ
り

沢
は

、
根

谷
川

の
合

流
点

ま
で
、

ほ
ぼ

直
進

し
て

い
る
。

堆
積

域
に
見

ら
れ

る
花

崗
岩

主
体

の
角

礫
（

径
5
～
3
0
㎝

大
）

。

3
. 土

石
流

流
下

・
堆

積
域

の
特

徴
（

安
佐
北

区
可

部
町

桐
原
地

区
）

堆
積

域
の

先
端
部

。
砂

礫
と
流

木
が
堆

積
し

て
い
る

（
渓

床
勾

配
3°

）

堆
積

域
先
端

部
に

見
ら

れ
る

礫
混

じ
り

砂
径

2～
1
0
m
m。
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4
.被

災
状
況
（
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
地
区
）

土
石

流
の
氾

濫
状

況
。

土
石

流
は

根
谷

川
と

合
流

後
は
、

こ
れ

に
沿
っ

て
曲

流
し

て
い

る
。

道
路

よ
り

上
流

に
あ
っ

た
家

屋
2戸

と
集
会

所
が
被

災
し

て
い

る
。

4
.被

災
状
況
（
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
地
区
）

流
木

や
土

砂
で
埋

没
し

た
道
路

下
の
ボ

ッ
ク

ス
カ
ル

バ
ー
ト

土
石

流
に
よ

っ
て

、
完

全
に

民
家

が
流

出

渓
流

調
査
結

果
の

ま
と
め

（
八
木
四

丁
目

地
区
と

可
部
町
桐

原
地

区
）

地
質

は
、

花
崗
岩

を
主

体
と

す
る
が

、
八

木
地
区

で
は

高
所

に
ジ
ュ

ラ
紀

の
硬

質
な
堆

積
岩

（
ホ

ル
ン
フ

ェ
ル

ス
・
砂

岩
・

チ
ャ

ー
ト

等
）

、
可

部
地

区
で
は

流
紋

岩
類
～

花
崗

岩
類
が

分
布

し
て

い
る
。

（
平

成
1
1
年

に
土

砂
災

害
が

発
生
し

た
地

域
は
、

花
崗

岩
が

主
に
分

布
）

。
特

に
、
堆

積
岩

か
ら

な
る
付

加
体

が
分
布

す
る

区
域

で
は
岩

質
的

に
風

化
・
侵

食
対

す
る

抵
抗
力

が
花

崗
岩
に

比
べ

て
や

や
強
い

た
め

地
形

勾
配
は

急
で

、
礫

径
は
大

き
く

礫
量
も

多
い

。

源
頭

部
の

表
層
崩

壊
発

生
場

所
は
、

い
ず

れ
も
勾

配
3
0
°
以

上
で

あ
っ

た
。

風
化
の

進
ん

だ
堆

積
岩
や

花
崗

岩
の
上

位
を

層
厚

0
.
5～

1.
5
m
程
度

の
土
砂

層
が

薄
く

被
覆
し

、
こ

の
境
界

で
崩

壊
が

発
生
し

て
い

た
。

崩
壊

跡
の

滑
落
崖

に
は

多
数

の
パ
イ

プ
ピ

ン
グ
孔

が
確

認
で

き
た
。

斜
面

土
壌

の
浸

透
能
を

大
き

く
超
越

し
た

短
時
間

の
集

中
豪

雨
が
パ

イ
プ

フ
ロ

ー
の
噴

出
し

と
な

り
、
崩

壊
発

生
の
直

接
的

な
要

因
に

な
っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

5
. 渓

流
調

査
結
果

の
ま

と
め
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谷
出

口
か

ら
下
流

側
は

扇
状

地
が
発

達
し

、
こ

の
扇
状

地
に

お
い
て

古
く

か
ら

宅
地
造

成
が

行
わ

れ
て
い

る
。

八
木

地
区

で
は
、

谷
出

口
付

近
の
勾

配
は

1
0°

と
急
勾

配
で

あ
り
、

土
石

流
は

勢
い
を

保
持

し
た

状
態
で

扇
状

地
内

の
宅
地

内
に

向
け
て

流
下

し
、

甚
大
な

被
害

を
及

ぼ
し
た

。

八
木

四
丁

目
で
は

、
民

家
の

倒
壊
等

の
被

害
は

勾
配
1
0
°
付

近
で
発

生
し

て
い

る
が
、

こ
の

1
0°

付
近
の

民
家

等
に

よ
っ
て

流
木

や
巨
礫

が
停

止
し

て
い
る

様
子

が
確

認
で
き

た
。

土
石

流
は

、
旧
流

路
方

向
に

流
下
し

た
も

の
と

直
進
方

向
に

流
下
し

た
も

の
が

存
在
し

、
両

者
に

お
い
て

被
害

が
発

生
し
て

い
る

。

既
往

施
設

の
効
果

は
確

認
で

き
る
。

5
. 渓

流
調
査
結
果
の
ま
と
め
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話題提供（５） 

 

「渓流調査結果（花崗岩地帯）の報告」 

「砂防堰堤の効果」 

西川友章（国際航業株式会社） 
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国
際
航

業
株

式
会

社
西

川
友

章

話
題
提
供

「
渓
流
調

査
結
果
（

花
崗

岩
地
帯

）
の
報
告

」
「

砂
防
堰

堤
の
効
果

」

発
表

内
容

渓
流

調
査

結
果
（

花
崗

岩
地

帯
）
の

報
告

①
安

佐
南

区
緑
井

地
区

の
調

査
結
果

②
安

佐
北

区
可
部

東
地

区
の

調
査
結

果

・
調
査

渓
流
の

概
況

・
土
石

流
発
生

域
の

特
徴

・
土
石

流
の
流

下
・

堆
積

区
間
の

特
徴

・
被
災

状
況

・
ま
と

め

砂
防

堰
堤

の
効
果

①
調

査
の

概
要

②
調

査
を

実
施
し

た
砂

防
堰

堤
の
状

況
報

告

渓
流
調
査

結
果
（

安
佐

南
区
緑

井
地
区

）

1
.調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）

堆
積

岩
類

花
崗

岩
類

花
崗

岩
類 八
木
・

緑
井
地

区

被
災

地
周

辺
の

シ
ー
ム

レ
ス

地
質

図
（

ht
tp

s:
//

gb
an

k.
gs

j.j
p/

se
am

le
ss

/）
平

成
2
6
年

8月
2
0
日

国
土

地
理

院
撮

影
斜

め
写

真

堆
積

岩
類

花
崗

岩
類

県
営
緑

丘
住

宅
阿

武
の

里
団

地
八

木
ヶ

丘
団
地

緑
井

八
丁
目

阿
武

山

▲
阿

武
山
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1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）

県
営

緑
丘

住
宅

緑
井

八
丁

目

国
際

航
業
株

式
会
社

／
株

式
会

社
パ

ス
コ

撮
影

調
査

渓
流

阿
武

山

1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）

背
景

画
像
は

災
害

後
の

オ
ル

ソ
画

像
：

太
田

川
河
川

事
務

所
提

供

崩
壊

土
石

流
流

下
・

侵
食

区
間

土
石

流
氾

濫
・

堆
積

区
間

崩
壊

・
主

な
崩
壊

地
は

5
箇
所

・
扇

状
地
で

3方
向

に
分
流

1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）

崩
壊 支
渓

合
流

部

扇
頂

部

流
向

分
流

崩
壊

（
背
景

画
像

は
災
害

後
の

オ
ル

ソ
画

像
：
太

田
川

河
川

事
務

所
提

供
）

露
岩

・
流

域
面
積

：
0
.
3
3
km

2

・
延

長
：
8
3
0
ｍ

・
標

高
差

：
2
7
0
ｍ

・
地

質
：
花

崗
岩

が
主

体

住
宅

地
7
°

2
. 土

石
流

発
生
域

の
特

徴
（
安

佐
南
区
緑

井
地
区

）

源
頭

部
の
崩

壊
地

・
崩

壊
面
に

ガ
リ
ー

・
φ

0
.
5ｍ

の
礫

が
残
存

パ
イ

ピ
ン
グ

孔
・
滑

落
崖
に

大
小
多

数
の

パ
イ

ピ
ン

グ
孔
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2
. 土

石
流
発
生
域
の
特
徴
（
安

佐
南

区
緑

井
地
区

）

崩
壊

発
生
跡

・
パ

イ
プ

か
ら

の
水

の
噴

き
出

し
と

同
じ

幅
で

流
水

痕
。

・
表

層
は

0
.5

～
1.

0
ｍ

の
厚

さ
で

マ
サ

土
が

被
覆

。

源
頭

部
直
下

の
渓
床

状
況

・
φ

0
.
5～

1
.
0
ｍ
の

礫
が

多
数

堆
積

す
る
。

2
. 土

石
流
発

生
域

の
特

徴
（

安
佐

南
区
緑

井
地

区
）

上
流

部
の
渓

岸
斜
面

・
剥

離
型
表

層
崩
壊

跡
・
多

数
の
ガ

リ
ー
。

地
表

水
が

発
生

し
て
い

る
。

風
化

の
進
ん

だ
花
崗

岩
・
亀

裂
が
多

数
発
生

。
・
風

化
が
進

み
、
マ

サ
化

し
た

土
砂

も
堆
積

。

2
. 土

石
流
発
生
域
の
特
徴
（
安

佐
南

区
緑

井
地
区

）

源
頭

部
の

崩
壊
発

生
場

所
は

、
風
化

の
進

ん
だ

花
崗
岩

の
上

に
層
厚

0.
5
～

1.
0
m
程
度

の
マ

サ
土
が

薄
く

被
覆
す

る
。

表
層

の
マ

サ
土
が

基
盤

の
花

崗
岩
と

の
境

界
を

滑
り
面

と
し

、
基
盤

の
花

崗
岩

を
一
部

侵
食

し
崩

落
し
た

。
風

化
が

進
み
亀

裂
の

入
っ
て

い
た

基
盤

の
花
崗

岩
は

割
れ

て
岩
塊

と
な

り
、

土
石
流

の
一

部
と
し

て
流

下
し

た
。

滑
り

面
付

近
に
は

大
小

多
数

の
パ
イ

プ
ピ

ン
グ

孔
が
確

認
で

き
た
。

滑
落

崖
の

上
部
に

亀
裂

は
発

生
し
て

お
ら

ず
、

周
辺
の

斜
面

土
壌
の

浸
透

能
を

大
き
く

超
え

る
よ

う
な
短

時
間

の
集

中
豪
雨

が
パ

イ
プ
フ

ロ
ー

の
噴

出
し
と

な
り

、
崩

壊
発
生

の
直

接
的

な
要
因

に
な

っ
た
と

考
え

ら
れ

る
。

渓
岸

斜
面

に
多
数

の
ガ

リ
ー

が
形
成

さ
れ

、
渓

流
に
多

量
の

水
の
流

れ
込

み
も

確
認
で

き
た

。

3
. 土

石
流

流
下
・

堆
積

域
の
特

徴
（
安

佐
南

区
緑

井
地

区
）

上
流

域
の
渓

床
状
況

・
崩

壊
地
か

ら
流
下

し
た

土
砂

及
び

岩
塊
の

堆
積

と
、

後
続

流
に
よ

る
侵

食
が

確
認

で
き
る

。

上
流

域
の
渓

床
状
況

・
勾

配
が
緩

く
な
る

区
間

に
は

φ
0
.5
～

1
.
0
ｍ

の
礫

が
堆
積

す
る
。
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3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積

域
の

特
徴

（
安

佐
南

区
緑
井

地
区

）

支
渓

合
流
部

よ
り
上

流
側

・
左

支
渓
に

は
土
砂

及
び

巨
礫

の
堆

積
。

・
右

支
渓
は

土
砂
の

堆
積

が
見

ら
れ

な
い
。

支
渓

合
流
部

の
状
況

・
高

さ
1
～

2ｍ
の
マ

ウ
ン

ド
が

形
成

。
・
流

下
痕
跡

よ
り
、

左
が

先
、

右
か

ら
が
後

。
・
φ

1
～

2ｍ
の

礫
も

堆
積
。

3
. 土

石
流

流
下
・

堆
積

域
の
特

徴
（
安

佐
南

区
緑

井
地

区
）

流
下

区
間
の

露
頭

・
流

下
痕
跡

の
深
さ

は
3
.
0
ｍ

程
度
。

・
土

砂
及
び

礫
の
堆

積
は

ほ
ぼ

確
認

で
き
な

い
。

・
常

時
流
水

あ
り
。

渓
床

で
露
頭

す
る
花

崗
岩

・
風

化
が
進

行
し
て

い
る
。

・
流

水
に
よ

る
侵
食

が
確

認
で

き
る

。

3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域
の
特

徴
（

安
佐
南

区
緑

井
地

区
）

治
山

谷
止
工

・
副

堤
の
前

庭
部
が

著
し

く
洗

掘
さ

れ
て
い

る
。

・
基

礎
部
分

が
約
1
ｍ

浮
き

上
が
っ

た
状
態

。

谷
止

工
の
上

流
側

・
土

砂
及
び

巨
礫
が

約
1
.
0
ｍ

の
厚
さ

で
堆
積

す
る

。
・
流

下
痕
跡

の
深
さ

は
3
ｍ

程
度

。

3
. 土

石
流
流

下
・

堆
積

域
の

特
徴

（
安

佐
南

区
緑
井

地
区

）

扇
頂

部
の
直

上
流
部

・
φ

1
～

2ｍ
の

礫
が

多
数

堆
積

す
る

。
・
渓

岸
は
過

去
の
土

石
流

堆
積

物
に

よ
り
形

成
さ

れ
る

。

扇
頂

部
の
直

上
流
部

・
今

回
の
土

石
流
堆

積
物

が
後

続
流

に
よ
り

侵
食

さ
れ

た
痕

跡
あ
り

。
・
侵

食
深
は

1
.
0ｍ

程
度

。
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3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域
の
特

徴
（

安
佐
南

区
緑

井
地

区
）

扇
頂

部
か
ら

下
流
側

・
巨

礫
を
含

む
多
量

の
土

砂
が

氾
濫

堆
積
す

る
。

・
既

設
水
路

は
損
傷

を
受

け
る

も
の

の
、
機

能
は

発
揮

し
て

い
る
。

・
渓

床
勾
配

の
変
化

点
。

1
4
°

→
8
°

扇
頂

部
付
近

の
状
況

・
φ

2
ｍ

程
度
の

巨
礫

が
多

数
堆
積

す
る
。

・
流

路
沿
い

の
家
屋

が
著

し
い

被
害

を
受
け

た
。

3
. 土

石
流

流
下
・

堆
積

域
の
特

徴
（
安

佐
南

区
緑

井
地

区
）

流
域

源
頭

部
で
発

生
し

た
崩

壊
は
土

石
流

と
な
り

、
風

化
が

進
む
渓

床
及

び
渓

岸
を
侵

食
し

、
さ

ら
に
侵

食
し

た
土
砂

や
渓

床
に

堆
積
し

て
い

た
岩

塊
を
巻

き
込

み
規

模
を
拡

大
し

な
が
ら

流
下

し
た

。

渓
流

内
の

土
砂
堆

積
状

況
か

ら
、
大

規
模

な
土
砂

流
出

が
少

な
く
と

も
2
回

以
上

発
生

し
て

い
る
こ

と
が

確
認
で

き
た

。

右
支

渓
か

ら
の
後

続
の

土
石

流
が
多

量
の

流
水
を

伴
っ

て
勢

い
よ
く

流
下

し
、

先
行
の

流
出

で
渓

床
に
堆

積
し

た
巨
礫

を
含

む
土

砂
も
一

気
に

下
流

ま
で
押

し
流

し
た

と
考
え

ら
れ

る
。

流
域

全
体

で
、
渓

床
か

ら
約

3
ｍ
の

高
さ
に

土
石

流
の

流
下
痕

跡
が

確
認
で

き
る

。
渓
岸

に
は

過
去

の
土
石

流
堆

積
物
も

見
ら

れ
、

何
度
も

土
石

流
が

発
生
し

て
い

る
渓

流
で
あ

る
こ

と
が
伺

え
る

。

4
. 被

災
状
況
（
安
佐
南
区
緑
井

地
区

）

谷
出

口
か
ら

1
0
0ｍ

下
流

最
上

流
部
の

家
屋

（
勾

配
8
.5
°

）

谷
出

口
か
ら

1
8
0ｍ

下
流

土
石

流
の
直

撃
を
受

け
た

家
屋

（
勾

配
6
.8
°

）
・
玉

突
き
状

態
に
よ

る
全

壊
。

・
こ

の
地
点

で
土
石

流
は

分
流

し
た

。

谷
出

口
か
ら

2
5
0ｍ

下
流

（
勾

配
6
.8
°

）
・
道

路
が
土

石
流
の

流
下

経
路

と
な

り
、
損

壊
著

し
い

。
・
最

大
φ

4
ｍ
の

巨
礫

も
点

在
す
る

。

谷
出

口
か
ら

3
5
0ｍ

下
流

（
勾

配
6
.4
°

）
・
土

砂
、
礫

及
び
流

木
が

堆
積

す
る

。
比

高
4
ｍ

、
幅

12
ｍ

4
. 被

災
状

況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）
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4
. 被

災
状
況
（
安
佐
南
区
緑
井

地
区

）

谷
出

口
か
ら

3
7
0ｍ

下
流

（
勾

配
5
.9
°

）
・
道

路
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
が

浮
き

上
が

る
。

・
φ

1
ｍ

以
上
の

花
崗

岩
岩

塊
が
点

在
す
る

。

谷
出

口
か
ら

3
8
0ｍ

下
流

（
勾

配
5
.7
°

）
・
マ

サ
土
に

埋
没
し

て
い

た
風

化
残

留
岩
塊

の
転

石
（

約
φ

1.
0
ｍ

）
。

谷
出

口
か

ら
下
流

側
は

扇
状

地
が
発

達
し

、
そ
こ

は
大

規
模

な
宅
地

造
成

が
行

わ
れ
て

い
る

。
谷

出
口
付

近
の

勾
配
は

14
°

と
急

で
あ
り

、
土
石

流
は

勢
い
を

保
持

し
た

状
態
で

流
下

し
、
扇

状
地

に
広

が
る
住

宅
地

へ
甚

大
な
被

害
を

及
ぼ

し
た
。

扇
頂

部
付

近
で
土

石
流

の
直

撃
を
受

け
た

家
屋
は

玉
突

き
状

に
破
壊

さ
れ

た
が

、
そ
こ

で
土

石
流

流
下
の

障
害

物
と
な

っ
た

こ
と

で
土
石

流
は

左
右

に
分
流

し
、

土
石

流
は
障

害
の

無
い
道

路
に

沿
っ

て
流
下

し
た

。

谷
出

口
か

ら
約
4
0
0ｍ

下
流
ま

で
φ

1
ｍ
程

度
の

巨
礫
（

花
崗

岩
）
が

到
達

し
て

い
る
。

土
石

流
が

通
過
し

た
道

路
は
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が
著

し
く

洗
掘

さ
れ
る

等
の

損
壊

を
受
け

、
ま

た
道
路

に
沿

っ
た

1
列
目

の
家
屋

が
軒

並
み
被

害
を

受
け

て
い
る

。

4
. 被

災
状

況
（
安

佐
南

区
緑
井

地
区
）

渓
流
調

査
結
果

（
安

佐
北
区

可
部
東

地
区
）

1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

流
紋

岩
類

花
崗
岩

類

可
部

東
・

桐
原
地

区

被
災

地
周

辺
の

シ
ー
ム

レ
ス

地
質

図
（

ht
tp

s:
//

gb
an

k.
gs

j.j
p/

se
am

le
ss

/）
平

成
2
6年

8月
2
1日

国
土

地
理
院

撮
影

斜
め

写
真

花
崗

岩
類

可
部

東
六
丁

目

高
松

山
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1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

高
松
山

可
部

東
六

丁
目

調
査

渓
流

背
景

画
像
は

災
害

後
の

オ
ル

ソ
画

像
：

太
田

川
河
川

事
務

所
提

供

崩
壊

土
石

流
流

下
・

侵
食

区
間

土
石

流
氾

濫
・

堆
積

区
間

崩
壊

・
複

数
箇
所

で
崩

壊
発

生

・
道

路
を
通

過
す

る
土

石
流

の
流
下

経
路

も
確

認
で

き
る
。

1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

土
石

流
流

下
・

侵
食

区
間

土
石

流
氾

濫
・

堆
積

区
間

崩
壊

勾
配

変
化
点

扇
頂

部

（
背
景

画
像

は
災
害

後
の

オ
ル

ソ
画

像
：
太

田
川

河
川

事
務

所
提

供
）

・
流

域
面
積

：
0
.
0
3
km

2

・
延

長
：
3
0
0
ｍ

・
標

高
差

：
1
5
0
ｍ

・
地

質
：
花

崗
岩

が
主

体

住
宅

地

1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

崩
壊

曲
流

部

扇
頂

部

（
背
景

画
像

は
災
害

後
の

オ
ル

ソ
画

像
：
太

田
川

河
川

事
務

所
提

供
）

・
流

域
面
積

：
0
.
0
4
km

2

・
延

長
：
3
5
0
ｍ

・
標

高
差

：
1
9
0
ｍ

・
地

質
：
花

崗
岩
が
主

体
※

土
石

流
危

険
渓

流
と

し
て

把
握

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

露
岩1
. 調

査
渓
流
の

概
況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

道
路
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2
. 土

石
流

発
生

域
の
特
徴

（
安

佐
北
区

可
部
東
地

区
）

源
頭

部
の
全

景
・
滑

落
崖
は

高
さ
約

2
.
0
m

・
φ

0
.
5ｍ

の
花

崗
岩
の

岩
塊

が
残

存
・
勾

配
は

4
0°

前
後

パ
イ

ピ
ン
グ

孔
・
滑

落
崖
に

大
小
多

数
の

パ
イ

ピ
ン

グ
孔

2
. 土

石
流

発
生

域
の
特
徴

（
安

佐
北
区

可
部
東
地

区
）

滑
落

崖
の
状

況
・
表

層
は

0
.5

～
1.

0
ｍ

の
厚

さ
で

マ
サ

土
が

被
覆

。
・
φ

0
.
5ｍ

程
度

の
礫
が

多
数

堆
積

す
る
。

源
頭

部
の
崩

壊
地

・
滑

落
崖
は

高
さ
約

2
.
0
m

・
表

層
は

0
.5
～

1.
0ｍ

・
φ

0
.
5ｍ

の
花

崗
岩
の

岩
塊

が
残

存

3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

北
区
可

部
東

地
区

）

上
流

域
の
渓

床
状
況

・
渓

床
に
は

花
崗
岩

の
岩

塊
が

多
数

残
る
。

・
渓

床
の
侵

食
に
よ

り
、

渓
岸

の
表

層
崩
壊

が
発

生
し

て
い

る
。

上
流

域
か
ら

下
流
を

望
む

・
渓

床
か
ら

4
～

5ｍ
の

高
さ

を
維
持

し
て
流

下
し

た
。

流
下

区
間
の

渓
岸
斜

面
・
右

岸
側
は

過
去
の

土
石

流
堆

積
物

に
よ
り

形
成
。

・
左

岸
側
は

風
化
の

進
ん

だ
花

崗
岩

。

流
下

区
間
の

渓
床
状

況
・
上

流
域
に

比
べ
、

マ
サ

土
主

体
の

堆
積
と

な
る
。

・
後

続
流
に

よ
る
幅

3
ｍ

、
深

さ
1
ｍ

程
度

の
侵
食

が
確

認
で

き
る
。

3
. 土

石
流

流
下

・
堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐
北

区
可

部
東

地
区

）
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扇
頂

部
の
直

上
流
部

・
高

さ
2
ｍ

程
度

の
土
石

流
フ

ロ
ン

ト
部
の

堆
積

が
確

認
で

き
る
。

・
マ

サ
土
主

体
の
土

砂
と

φ
0
.
5～

1
.0
ｍ

の
礫

が
多

量
に
堆

積
す
る

。

土
石

流
氾
濫

堆
積
区

間
・
φ

2
ｍ

以
上
の

巨
礫

や
流

木
も
多

量
に
到

達
し

て
い

る
。

3
. 土

石
流
流
下
・
堆
積
域

の
特

徴
（

安
佐

北
区
可

部
東

地
区

）
4

. 被
災

状
況

（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

被
災

前
の

状
況

：
G
oo
g
l
e
ス

ト
リ

ー
ト
ビ

ュ
ー
（
2
0
1
3
年

1
0月

撮
影
）

被
災

前

被
災

後

被
災

家
屋

・
土

石
流
の

直
撃
を

受
け

た
家

屋
は

玉
突
き

状
に

下
流

側
の

家
屋
に

衝
突
。

被
災

家
屋
付

近
の
状

況
・
φ

2
ｍ

程
度
の

巨
礫

も
到

達
し
て

い
る
。

4
. 被

災
状
況
（
安
佐
北
区
可
部

東
地

区
）

4
. 被

災
状

況
（
安

佐
北

区
可
部

東
地
区
）

道
路

の
被
災

状
況

・
東

側
の
谷

で
発
生

し
た

土
石

流
が

道
路
沿

い
に

流
下

し
て

い
る
。

・
道

路
上
に

は
土
砂

及
び

礫
が

多
数

堆
積
す

る
。

土
石

流
通
過

後
の
道

路
・
舗

装
面
の

陥
没
等

、
波

状
変

形
が

確
認
で

き
る
。
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流
域

全
体

が
花
崗

岩
を

主
体

と
し
た

地
質

で
構

成
さ
れ

て
い

る
た
め

、
地
盤

の
風

化
が
強

く
進

行
し

、
脆
弱

な
状

態
で

あ
る
。

源
頭

部
の

表
層
崩

壊
発

生
場

所
は
、

い
ず

れ
も

勾
配
3
0
°
以

上
で

あ
っ

た
。

風
化
の

進
ん

だ
花

崗
岩
の

上
に

層
厚

0
.
5～

1
.
0m
程

度
の

マ
サ
土

が
薄

く
被
覆

し
、

こ
の

境
界
が

滑
り

面
と

な
っ
た

。

崩
壊

跡
の

滑
落
崖

に
は

多
数

の
パ
イ

プ
ピ

ン
グ

孔
が
確

認
で

き
た
。

斜
面

土
壌

の
浸

透
能
を

大
き

く
超
越

し
た

短
時

間
の
集

中
豪

雨
が
パ

イ
プ

フ
ロ

ー
の
噴

出
し

と
な

り
、
崩

壊
発

生
の

直
接
的

な
要

因
に

な
っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

土
石

流
の

流
下
痕

跡
及

び
渓

床
の
土

砂
堆

積
状

況
よ
り

、
大

規
模
な

土
砂

流
出

は
複
数

回
発

生
し

て
い
る

こ
と

が
確

認
で
き

た
。

渓
岸

斜
面

に
は
土

石
流

堆
積

物
で
形

成
さ

れ
て

い
る
区

間
が

あ
り
、

過
去

に
も

土
石
流

の
発

生
し

た
こ
と

が
確

認
で

き
た
。

5
. 渓

流
調
査
結
果
の
ま
と
め

谷
出

口
直

下
に
発

達
し

た
扇

状
地
に

、
大

規
模
な

宅
地

造
成

に
よ
る

住
宅

地
が

広
が

っ
て
い

る
。

谷
出
口

付
近

の
勾

配
は
1
0
°
以

上
と
急

で
あ

る
た

め
、
土

石
流

は
勢

い
を
保

持
し

た
状

態
で
流

下
し

、
住
宅

地
へ

甚
大

な
被
害

を
及

ぼ
し

た
。

巨
石

混
じ

り
の
土

石
流

の
直

撃
を
受

け
た

家
屋

は
玉
突

き
状

に
破

壊
さ
れ

た
が

、
土
石

流
流

下
の

障
害
物

と
な

っ
た
こ

と
で

土
石

流
は
左

右
に

分
流

し
、
土

石
流

は
障

害
の
無

い
道

路
に

沿
っ
て

流
下

し
た
。

土
石

流
が

通
過
し

た
道

路
は

ア
ス
フ

ァ
ル

ト
が
著

し
く

洗
掘

さ
れ
る

等
の

損
壊

を
受
け

、
ま

た
道

路
に
沿

っ
た

1
列
目

の
家

屋
が
軒

並
み

被
害
を

受
け

て
い

る
。

5
. 渓

流
調

査
結
果

の
ま

と
め

砂
防
堰

堤
の
効

果

1
. 調

査
の
概
要

今
回

の
災
害

が
発

生
し
た

被
害

集
中

域
に
は

、
土
石

流
危

険
渓

流
が

約
1
90
箇

所
あ

る
。
（

広
島

県
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り
）

聴
き

取
り
調

査
に

よ
る
と

、
被

害
集

中
地
区

に
お
け

る
砂

防
堰

堤
と

治
山
堰

堤
が
設

置
さ

れ
て
い

る
渓

流
は

3
4
渓
流
と
さ

れ
る
。

⇒
対

策
施

設
が

整
備
さ

れ
て

い
た
割

合
は

、
約
2
0
％
と

想
定

さ
れ

る
。

調
査

を
実
施

し
た

対
策
施

設
は

次
の

2
基
で

あ
る
。

・
安
佐

北
区

大
林

三
丁
目

下
の

谷
川

砂
防
堰
堤

・
安
佐

北
区

可
部

町
桐
原

根
谷

川
支

川
8
5

治
山

堰
堤
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2
. 調

査
を
実
施
し
た
砂
防
堰
堤

の
状

況
報

告

下
の

谷
川

砂
防
堰

堤

・
今

回
の

土
石

流
に

よ
り
満

砂
し

た
。

・
流

木
も

堆
積

し
て

い
る
。

・
一

度
堆

積
し

た
土

砂
が
後

続
流

に
よ

り
侵
食

を
受
け

、
下

流
へ
流

出
し

て
い

る
。

・
下

流
へ

は
細

粒
分

の
土
砂

が
わ

ず
か

に
流
出

し
た
痕

跡
が

あ
る
程

度
。

・
支

渓
か

ら
の

土
砂

の
流
入

も
確

認
で

き
る
。

2
. 調

査
を

実
施
し

た
砂

防
堰
堤

の
状
況
報

告

根
谷

川
8
5

治
山
堰
堤

・
有

効
高

6.
0
ｍ

程
度

の
治

山
堰
堤

に
、

土
砂

及
び
流

木
が

多
量
に

捕
捉

さ
れ

て
い
る

こ
と
を

確
認

し
た
。

聴
き

取
り

調
査
、

空
中

写
真

判
読
、

現
地

確
認

に
よ
り

、
砂

防
堰
堤

の
設

置
さ

れ
て
い

る
渓

流
で

は
、
下

流
側

の
保

全
人
家

に
対

し
て
ほ

と
ん

ど
被

害
を
及

ぼ
し

て
い

な
い
こ

と
が

確
認

で
き
た

。

現
地

確
認

し
た
砂

防
堰

堤
及

び
治
山

堰
堤

に
は

、
多
量

の
土

砂
及
び

流
木

が
捕

捉
さ

れ
て
い

た
。

聴
き

取
り

調
査
に

よ
る

と
、

既
設
堰

堤
の

中
に

は
流
出

土
砂

の
一
部

が
堰

堤
を

越
え
て

下
流

に
流

出
し
た

も
の

も
あ

る
と
の

こ
と

で
あ
る

。

本
災

害
に

お
け
る

砂
防

・
治

山
施
設

の
効

果
評

価
に
は

，
さ

ら
に
詳

細
な

調
査

が
必
要

と
考

え
ら

れ
る
。

3
. 砂

防
堰
堤
の
効
果
に
関
す
る

調
査

結
果

の
ま
と

め
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京
都
大
学

大
学

院
農
学
研
究
科

助
教

中
谷
加
奈

話
題
提
供

2
01

4
年
広
島

土
石

流
災

害
の

数
値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

土
石

流
数

値
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

G
IS

と
連

携
し

た
土

石
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

H
yp

e
r 

K
A

N
A

K
O

を
利

用

広
島

県
八

木
3
丁

目
、

阿
武

の
里

団
地

で
発

生
し

た
土

石
流

の
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

地
形

条
件

は
太

田
川

河
川

事
務

所
よ

り
提

供
さ

れ
た

平
成

2
1

年
に

撮
影

さ
れ

た
L
P

デ
ー

タ
を

使
用

警 戒 区 域 指 定 状 況

（ 出 典 ： 広 島 県

土 砂 災 害 ポ ー タ ル ひ ろ し ま ）

家
屋
等
の

構
造
物

の
扱
い

今
回

の
災

害
で

は
、

谷
出

口
付

近
に

存
在

し
た

家
屋

被
害

や
、

谷
出

口
か

ら
住

宅
間

を
通

る
道

路
上

を
水

・
土

砂
が

流
動

し
た

こ
と

が
確

認

こ
れ

ま
で

土
石

流
の

氾
濫

・
堆

積
過

程
を

検
討

す
る

際
、

扇
状

地
に

お
け

る
家

屋
等

の
構

造
物

を
考

慮
す

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

無
か

っ
た

最
近

の
研

究
で

は
、

土
石

流
の

氾
濫

解
析

で
も

家
屋

の
影

響
を

考
慮

し
た

検
討

が
実

施
（
e
.g

.中
谷

ら
, 
20

1
2
な

ど
）

家
屋

な
ど

の
構

造
物

の
地

盤
高

を
補

正
す

る
方

法
で

解
析

を
実

施

構
造

物
が

存
在

す
る

場
合

に
流

れ
方

向
が

横
断

的
に

広
が

る
こ

と
や

、
構

造
物

の
直

上
流

で
顕

著
に

堆
積

す
る

こ
と

、
家

や
塀

の
間

を
流

路
の

様
に

土
石

流
が

流
下

す
る

場
合

が
あ

る
こ

と
が

報
告

水
理

実
験

や
災

害
事

例
と

の
検

証
を

実
施

し
て

妥
当

性
を

確
認

本
検

討
で

は
、

土
石

流
の

谷
出

口
に

家
屋

を
考

慮
し

な
い

場
合

と
、

家
屋

を
考

慮
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

構
造

物
の

地
盤

高
を

補
正

す
る

方
法

で
、

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施

対
象

地
（

八
木
三

丁
目
）

←
計

算
範

囲
の

設
定

（
左

図
背

景
：
災

害
前

オ
ル

ソ
、

右
図

背
景

：
国

土
地

理
院

）

↑
１

D
領

域
（
急

勾
配

の
山

地
渓

流
、

谷
部

）の
縦

断
図

•
青

線
の

土
石

流
の

発
生

・
流

動
区

間
（
約

0.
5
km

）
を

１
D

計
算

領
域

、
赤

長
方

形
で

囲
ま

れ
た

領
域

を
２

D
計

算
領

域
•

1
D

領
域

で
、

上
流

端
か

ら
の

追
加

距
離

0-
3
0
0m

間
の

勾
配

は
約

1
/
2
.8

（
1
9.

7
度

）
、

そ
の

下
流

は
1
/
3
.8

～
1
/4

.3
（
1
4
.7

～
1
3.

1
度

）
•

1
D

領
域

で
の

河
道

幅
は

、
災

害
後

の
現

地
調

査
よ

り
、

上
流

30
0
m

間
で

は
1
0
m

、
そ

れ
よ

り
下

流
は

4
0
m

と
設

定

勾
配

：
約

1
/
2
.8

河
道

幅
：
1
0
m

勾
配

：
約

1
/
3
.8

～
1
/
4
.3

河
道

幅
：
4
0
m

谷
出

口
の

標
高

を
0
m

と
し

た
１

D
領

域
の

相
対

標
高

67



•
区

画
化

さ
れ

た
住

宅
地

•
谷

出
口

か
ら

は
外

れ
る

•
元

地
形

で
は

左
岸

側
・
北

側
が

メ
イ

ン
の

谷
（
警

戒
区

域
も

そ
の

よ
う

に
設

定
）

•
堆

積
が

発
生

し
た

こ
と

に
よ

り
、

土
石

流
の

方
向

が
変

化
し

た
•

分
岐

・流
下

し
た

土
石

流
に

よ
り

人
的

・
家

屋
被

害
(死

者
4名

、
全

半
壊

2
0

戸
)が

発
生

•
本

検
討

で
は

主
流

路
を

対
象

と
す

る

対
象
地
（

八
木
三

丁
目
）

元
の

谷
地

形
土
石

流
の

主
流

路

計
算

条
件

土
砂

量

対
象

渓
流

か
ら

土
石

流
に

よ
り

流
出

し
た

土
砂

は
、

現
地

調
査

や
測

量
資

料
な

ど
か

ら
約

2
2
,2

0
0
m

3
と

推
定

本
検

討
で

は
、

同
量

（
空

隙
込

）
の

土
砂

を
、

上
流

の
1
D

 領
域

に
移

動
可

能
な

土
砂

と
し

て
設

定

ハ
イ

ド
ロ

グ
ラ

フ

土
石

流
が

発
生

し
た

8
月

2
0
日

(8
月

1
9
日

か
ら

)の
高

瀬
雨

量
観

測
所

（
国

土
交

通
省

所
管

）
の

雨
量

を
元

に
算

出

土
石

流
が

発
生

す
る

際
、

水
の

貯
留

や
解

放
機

能
は

明
確

で
な

い
が

、
災

害
発

生
前

後
に

流
域

に
降

っ
た

雨
が

短
時

間
で

一
気

に
流

出
す

る
こ

と
が

推
測

最
大

2
4
時

間
雨

量
（
2
4
7㎜

）
の

雨
量

が
流

出
率

0
.7

（
山

地
）
で

対
象

流
域

に
流

出
し

た
と

仮
定

し
た

際
の

総
流

量
は

1
9,

0
19

m
3

過
去

の
土

石
流

発
生

事
例

を
参

考
に

、
土

石
流

の
継

続
時

間
3
5
0
秒

（
ピ

ー
ク

継
続

時
間

2
5
0
秒

）
と

仮
定

す
る

と
、

ピ
ー

ク
流

量
6
3
.4

m
3 /

s

上
流

か
ら

供
給

し
た

ハ
イ

ド
ロ

グ
ラ

フ
（
水

）
で

、
移

動
可

能
土

砂
が

侵
食

さ
れ

て
、

土
石

流
が

発
生

・
発

達
す

る
シ

ナ
リ

オ
を

想
定

計
算
に
用

い
た
パ

ラ
メ
ー

タ
粒

径
は

数
㎜

か
ら

数
m

ま
で

広
い

分
布

を
持

っ
て

存
在

し
た

が
、

H
yp

e
r 

K
A

N
A

K
O

は
一

様
粒

径
を

対
象

と
す

る
の

で
、

比
較

的
下

流
ま

で
移

動
し

た
0
.2

m
を

代
表

粒
径

と
し

て
採

用
現

地
状

況
か

ら
推

定
し

た
パ

ラ
メ

ー
タ

以
外

は
（
E
x.

侵
食

・
堆

積
速

度
係

数
）

土
石

流
計

算
で

一
般

的
に

用
い

ら
れ

る
値

を
設

定
（
高

橋
・
中

川
，

1
9
91

）

本
検

討
で

採
用

し
た

供
給

ハ
イ

ド
ロ

グ
ラ

フ
、

河
床

材
料

特
性

は
、

災
害

後
の

調
査

や
既

往
研

究
を

参
照

し
て

仮
定

し
た

シ
ナ

リ
オ

の
一

つ
で

あ
り

、
こ

の
検

討
結

果
が

今
回

の
災

害
の

全
て

を
説

明
す

る
も

の
で

は
な

い
と

考
え

る

パ
ラ

メ
ー

タ
数

値
計

算
時

間
(秒

)
6
0
0

計
算

の
時

間
間

隔
(秒

)
0
.0

1
粒

径
(m

)
0
.2

砂
礫

の
密

度
(k

g/
m

3
)σ

2
6
5
0

流
体

相
の

密
度

(k
g/

m
3
)ρ

1
0
0
0

河
床

の
容

積
濃

度
0
.6

重
力

加
速

度
(m

/
s2

)
9
.8

侵
食

速
度

係
数

0
.0

0
0
7

堆
積

速
度

係
数

0
.0

5
マ

ニ
ン

グ
の

粗
度

係
数

(s
/
m

1/
3 )

0
.0

3
一

次
元

領
域

の
計

算
点

個
数

9
8

一
次

元
領

域
の

計
算

点
間

隔
(m

)
5

二
次

元
領

域
の

計
算

点
個

数
（
流

下
方

向
×

横
断

方
向

）
1
8
2
 ×

1
5
2

二
次

元
領

域
の

計
算

点
間

隔
(m

×
m

)
2
×

2

計
算

ケ
ー

ス
C

as
e
1
:災

害
前

L
P

を
そ

の
ま

ま
利

用
L
P

デ
ー

タ
は

建
物

等
は

取
り

除
い

た
グ

ラ
ン

ド
デ

ー
タ

を
示

す
が

、
宅

地
の

盛
土

は
残

っ
て

い
る

C
as

e
2
:上

流
側

1
列

の
家

屋
を

考
慮

C
as

e
3
:道

路
に

面
し

た
家

屋
を

考
慮

C
as

e
4
:全

て
の

家
屋

を
考

慮
C

as
e
5
:上

流
側

1
列

の
家

屋
を

1
2
m

で
設

定
壊

れ
な

い
高

い
建

物
が

谷
出

口
に

あ
る

場
合

を
想

定

家
屋

箇
所

の
メ

ッ
シ

ュ
は

地
盤

高
か

ら
6
m

（2
階

建
て

を
想

定
）上

げ
た

Ca
se

2
Ca

se
5

赤
色

■
が

考
慮

し
た

家
屋

C
as

e3
Ca

se
4

家
屋

を
考

慮
す

る
の

は
、

こ
の

エ
リ

ア
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計
算
ケ
ー

ス
家

屋
箇

所
の

メ
ッ

シ
ュ

は
地

盤
高

か
ら

6
m

（2
階

建
て

を
想

定
）上

げ
た

赤
色

■
が

考
慮

し
た

家
屋

C
as

e3
Ca

se
4

集
合

住
宅

は
高

さ
1
2
m

で
設

定

計
算

終
了
時

の
流

動
深

C
A

SE
1

-4

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

C
as

e
3

家
屋

考
慮

：
道

路
沿

い

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

背
景

：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
2
-
4（

家
屋

を
考

慮
）
は

、
家

屋
を

考
慮

し
な

い
C

as
e
1
と

比
較

し
て

•
道

路
沿

い
に

大
き

な
流

動
深

•
範

囲
が

右
岸

側
・
南

側
に

広
が

る

計
算

終
了
時

の
堆

積
厚

C
A

SE
1

-4
背

景
：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

C
as

e
3

家
屋

考
慮

：
道

路
沿

い

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

C
as

e
2
-
4
（家

屋
を

考
慮

）
は

、
家

屋
を

考
慮

し
な

い
C

as
e
1
と

比
較

し
て

•
谷

出
口

で
顕

著
な

堆
積

•
道

路
上

に
堆

積

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

実
験
と

の
対

応
（

堆
積

厚
）

•
家

屋
の

上
流

で
顕

著
な

堆
積

•
氾

濫
・堆

積
範

囲
が

広
が

る

•
そ

の
ま

ま
流

下

点
線

は
氾

濫
範

囲
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痕
跡

（
流

動
深

＋
堆

積
厚
）
の

最
大

値
C

A
SE

1
-4

背
景

：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

C
as

e
3

家
屋

考
慮

：
道

路
沿

い

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

痕
跡

（
流

動
深

＋
堆

積
厚

）
の

最
大

値
C

A
SE

1
-4

背
景

：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
2
-
4
（家

屋
を

考
慮

）
で

は
、

C
as

e
1
（
家

屋
考

慮
せ

ず
）

と
比

べ
て

範
囲

が
広

が
る

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

C
as

e
3

家
屋

考
慮

：
道

路
沿

い

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

家
屋
無

し
の

結
果

家
屋

無
し

の
結

果
家

屋
無

し
の

結
果

災
害
状
況

と
の
比
較

（
痕
跡
）

一
方

、
家

屋
が

道
路

か
ら

離
れ

て
い

た
所

は
、

直
接

の
被

害
（堆

積
・
破

壊
等

）
が

少
な

い

•
主

流
路

（
谷

出
口

か
ら

の
道

路
）
沿

い
の

家
屋

で
被

害
•

家
屋

の
内

部
に

も
土

砂
が

堆
積

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：全
家

屋

流
下

方
向

流
下
方

向

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

災
害
状
況

と
の
比
較

（
痕
跡
）

•
谷

出
口

の
家

屋
の

上
流

で
顕

著
な

痕
跡

•
実

際
の

状
況

と
も

対
応

•
谷

出
口

の
土

砂
の

堆
積

状
況

か
ら

、
透

過
型

砂
防

堰
堤

（
家

屋
が

不
透

過
部

、
道

路
が

透
過

部
）
の

よ
う

な
機

能
を

発
揮

し
た

と
推

測

谷
出

口
に

壊
れ

な
い

、
更

に
高

い
建

物
が

あ
っ

た
と

し
た

ら
？

⇒
C

as
e
5

C
as

e
4

家
屋

考
慮

：
全

家
屋

不
透

過
部

（家
屋

）

透
過

部
（
道

路
）
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計
算

終
了
時

の
流

動
深

C
A

SE
1

,2
,5

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

（6
m

）

背
景

：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
5

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

（1
2
m

）

C
as

e
2
、

C
as

e
5
を

比
較

す
る

と
•

よ
り

高
い

建
物

を
想

定
し

た
C

as
e
5
で

家
屋

上
流

で
大

き
な

流
動

深
•

道
路

沿
い

を
流

れ
る

傾
向

は
同

様

計
算

終
了
時

の
堆

積
厚

CA
SE

1
,2

,5
背

景
：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

（6
m

）

C
as

e
5

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

（1
2m

）

C
as

e
2
、

C
as

e
5
を

比
較

す
る

と
•

よ
り

高
い

建
物

を
想

定
し

た
C

as
e
5
で

家
屋

上
流

で
顕

著
な

堆
積

•
下

流
で

の
堆

積
す

る
範

囲
・

値
が

C
as

e
5
の

方
が

小
さ

い
•

建
物

の
上

流
で

堆
積

さ
せ

る
影

響
が

大
き

い

痕
跡

（
流

動
深

＋
堆

積
厚
）
の

最
大

値
CA

SE
1

,2
,5

背
景

：
災

害
後

オ
ル

ソ

C
as

e
1

家
屋

考
慮

せ
ず

C
as

e
2

家
屋

考
慮

：
上

流
一

列
（
6
m

）

C
as

e
5

家
屋

考
慮

：上
流

一
列

（1
2
m

）

C
as

e
2
、

C
as

e
5
を

比
較

す
る

と
•

一
列

目
の

家
屋

の
上

流
で

大
き

な
値

が
出

る
傾

向
は

同
様

•
一

列
目

よ
り

下
流

で
の

痕
跡

は
、

よ
り

高
い

建
物

を
想

定
し

た
C

as
e
5
の

方
が

範
囲

・
値

が
小

さ
い

•
建

物
の

上
流

側
で

堆
積

す
る

影
響

が
大

き
く
、

下
流

へ
の

流
出

を
抑

え
て

い
る

他
の

地
区

で
の
解

析
事
例

（
県

営
住
宅

）
背

景
：災

害
後

オ
ル

ソ

上
段

（
家

屋
考

慮
せ

ず
）

下
段

（
家

屋
を

考
慮

）

堆
積

厚
痕

跡
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他
の

地
区
で

の
解

析
事

例
（
緑
井

）

背
景

：災
害

後
オ

ル
ソ

上
段

（
家

屋
考

慮
せ

ず
）

下
段

（
家

屋
を

考
慮

）

堆
積

厚
痕

跡

ま
と

め
家

屋
を

考
慮

す
る

方
が

現
象

を
よ

く
再

現

氾
濫

範
囲

：横
断

方
向

に
拡

大

土
砂

の
堆

積
範

囲
：
家

屋
の

直
上

流
に

顕
著

に
堆

積
し

て
、

堆
積

が
生

じ
る

範
囲

は
減

少
実

験
結

果
と

対
応

水
は

家
屋

の
周

辺
を

回
り

込
ん

で
流

下
す

る
が

、
土

砂
は

家
屋

の
上

流
に

顕
著

に
堆

積
す

る

家
屋

を
考

慮
す

る
こ

と
で

、
相

対
的

に
地

盤
高

の
低

い
道

路
が

表
現

さ
れ

て
、

土
石

流
が

道
路

上
を

移
動

す
る

現
象

が
確

認

主
流

路
の

道
路

沿
い

に
顕

著
な

堆
積

・
痕

跡
、

実
災

害
と

対
応

局
所

的
な

家
屋

の
位

置
、

道
路

や
主

流
路

と
の

位
置

関
係

に
よ

り
、

被
害

状
況

（
堆

積
・
痕

跡
・破

壊
な

ど
）
が

変
わ

る

家
屋

の
影

響
を

考
慮

す
る

と
、

対
策

を
検

討
す

る
際

に
、

特
に

ソ
フ

ト
対

策
（
危

険
エ

リ
ア

の
把

握
、

避
難

ル
ー

ト
の

検
討

な
ど

）
で

効
果

的
と

考
え

ら
れ

る
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